
「日本語や日本文化を学びたい」…外国人
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～国際化推進プランを策定中～
市の外国人登録者数は、12 月末日現在8,333 人 （82 力国）です。人口の約

1.8% に相当する外国人が登録して在住しており、これは57 人に1人の割合と

なります。

市では、急速に進む国際化に対応して、体系的、計画的に国際化を推進す

るため、「松戸市国際化推進プラン」の策定作業を進めており、今年度中に策

定完了の予定です。

基本的方向としては、市の総合計画で示された「国際化推進体制の整備」

「外国人のための生活環境の整備」「多様な国際交流の促進」「国際理解の啓発」

「国際協力の促進」を基準にします。さらに、国際化に関するアンケート結果

や外国人市民懇話会での協議内容等を尊重して、①外国人市民が暮らしやす

くなる（内なる国際化）②日本人と外国人の交流が進む（多文化交流）、の二

つをプランの目標として掲げていきます。

プラン策定に向けて実施した国際化に関するアンケート結果と、外国人市

民懇話会（トークフェスト）についてご案内します。

固市民環境本部企画管理室 文化国際担当登366-7310

外国人市民懇話会の話し合いの中から

生まれた案で、今後国際化推進プランの

中で生かされていきます。

来日したばかりで日本語がわからず、

囗本の習慣や地域のルールに戸惑う外国

人がいます。国際交流協会では日本語教

室を開催し 、また交流を通して仲圃づく

りを進めてきました。さらに、日本語が

できない外国人へのサポートをしっかり

したものにするために、各国出身の先輩

外国人がネットワークをつ＜リ、母語に

よる交流を重ねながら日常生活に必要な

助言や情報提供を行います。

日本人ボランティアと外国人ボランテ

ィア、そして市・国際交流協会が連携協

力して進めていくのが、外国人サポート

ネットワークです。

市・国際交流協会

人口と世帯

外国人市民懇話会（トークフェスト）の概要

［どうすれば外国人市民が暮らしやすくなるか］と、外国人の意見

や要望を聞＜ために昨年度スタートしたトークフェストですが、今年

度は18 人（12 力国）の委員により「私たちｎｏ冂一Japanese  (外国人）

に何ができるか」を主要テーマに、これまで5回開催しました。

市や日本人に要望するだけでなく 、自分かちができることにまず取

り組もうと、松戸での生活に慣れた先輩の外国人がネットワークをつ

＜リ、不慣れな外国人をサポートする案（外国人サポートネットワー

ク）について話し合いを重ねてきました。

対象…松戸市国際交流協会会員、市民および市内

への通勤 一通学者

有効回答数…486 人（日本人353 人、外国人133 人）

調査方法…郵送、窓口配布、ホームペ・－ジ

調査期間…平成14 年6月１日～? 月10 日

外国人への質問

｢日本語がどのくらいできますか｣

話す

圜く

読む

霽＜

多くの人は簡単な日常会話ができ、ほとんどの人はひら

がなが読めるため、提供する情報へのひらがなのルビふ

りは有効な手段です

次 回 は以 下 の 日 程 で 開 催 し ま す

2月２日(囗)午後IE持～4 時　 会場女性セ

ンターゆうまつど　内容市内に在住する

外国人市民による懇話会　傍聴定員先着

20人　費用無料

圃電話で市民環境本部企画管理室文化国

際担当登366-ﾜ310 へ

日本人への質問

「国際化を進めるために市や国際交流協会がより積極的

に取り組むべきことは何ですか」（複数回答）

で
き
な
い

外 国語による 行政 一生活関 連情報の提供

ﾀﾄ 国 人 の た め の 日 本 語 教 育

標 譎 等 へ の 外 国 語 標 記 昌Lﾉ ﾋﾞ ふ り

外 国 人 の た め の 相 談 事 業

外 国 人 へ の 日 本 理 解 啓 発

外国人と交湎できる イベント や講 座の開催

外 国 人 支 援 団 体 等 と の 連 携 ・支 援

日 本 人 の 国 際 理 解 啓 発

外 国 人 留 学 生 へ の 支 援

児 童 生 徒 ・青 少 年 の 海 外 と の 交 流

そ の 他

外国人が地域で生活する上で、助けとなる施策の充実が必要

と考えています

仲回人への質問

｢市 の サ ー ビ ス で特 に 充 実 さ せ て ほ し い こ と は 何 で す か｣

(複 数 回 答)

ﾀﾄ 国語 による 生 活関連 情報

日 本語教 室や 日本 文化 理解の 教室

日本人 との 交流 行事や 講座

外国人 相 談

外国人の意見・要望を反映するシステム

外 国語 のわ かる職 員の 配置

市から の文 書への ふり がな

外 国人 支援 団体 等との 連携 協力

各種 案内 板の 外国 語表記

そ の他

自ら情報を得、日本語や日本文化を学ぼうという積極的な外国人

が多いことがわかります

日本人への質問

｢外国人と日本人が共に住みやすい社会をつくる

ために､ 外国人に何を望みますか｣( 複数回答)

日本の 習慣 ・文 化な

ど を理 解し てほし い

地域社 会の ルー ルを

守っ てほし い

日本語 で話 せる よう

にな って ほし い

近所の 日本人 と一 層

の交流 をし てほし い

地 域づく りの ア ドバ

イスをし てほし い

自国語を教えてほしい

その 他

外国人に地域の一員としての自覚を期待しています

人口　471,235人 ［＋　121］

男　237,100人 ［十　32 ］

女234,135 人 ［＋　89 ］

世帯189,602 世帯［＋　44 ］

※平成 捏年国勢調査の確定値を基準とし
て集計し た常住人口で す。

乳幼児医療費助成4 月から変更に②

公民館成人講座　　　　　　 ③

食事に関するアンケートから　④

確定申告書等は早 めに提出 を ⑤

情報チ ャンネル　　　　　 ⑥⑦

主な内容

外角人市民
ボランティア

日本人市民

ボランティア

「日本の習慣･文化を理解して欲しい。地域との交流も」…日本人

外白人サポートネットワー

クの概要

市の国際化に関するアンケート調査

外国

人

官公庁等
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現行制度 ぐ平成15 年3 月3 旧 診療分ま鶚 新 制度( 平 成15 年4 月1 日 診療分 から)

給付方法

診 療 時 に 保 険 診 療 自 己 負 担 分 を 支

払 い 、有 効 期 間内 に 領 収 書を 持 参

し 、市 に 申 請 。 後 日 、自 己負 担 分

を 差し 引 い た も の を 市 か ら 指 定 口

座 へ 振 り 込 み

診 療 時 に 市 の 発 行 する 医 療 助 成 受

給 券を 保 険 証 と 一 緒 に 医 療 機 関 窓

口 に 提 示 し 、自 己 負 担 金 （200 円

ま た は 無 料 ） を 医 療 機 関 で 支 払 う

所得制限 所 得 税 丐O 万 円以 下 の 世 帯 なし

対象年齢

通 院 …4 歳 未 満 児

入 院 … 小 学 校 未 就 学 児 （日 数 制 限

な レ

現 行 制 度 と 同 じ

対 象 医 療 費

● 健 康 保険 適 用 分 の 医 療 費 （医 科

・歯 科 ・ 調 剤 等 ）

● 入 院 中 の 食 事 療 養 費 （標 準 負 担

金 ）

● 保 険 者 の 認 定 す る 補 装 具 等

現 行 制 度 の 医 療 費 のほ か に 、 養 育

・育 成 医 療 等 の 医 療 費 制 度 の 自 己

負 担 が 対象

自‘己 負 担

● 所 得 税 非 課 税 世 帯 は 自 己 負 担 な

し

● 所 得 階 層 別1 日 当 た り の 定 額 分

を 自 己 負 担

入 院 ＝1 日 あ た り200 円 、 通 院 ＝

受 診 毎 に200 円 の 自 己負 担

※住民 税 非課 税 世帯 ・住民税 均 等 割

の みの 課税 世帯 は自 己負 担な し

申請から利用までの手順

申請方法①申請用紙に記入

②保険証のコピーを申請書裏

面に添付

③課税証明書を添付（平成14

年1月1日に松戸市に住民登録

がある人は不要）

対象となる乳幼児● 平 成15 年 ∠1月 現 在 ，小

学 校 未 就学 の 乳 幼 児

● 平 成15 年 ∠1月 に 松 戸 市

に 住 民 登録 が ある 乳幼 児

● 生 活 保 護 の対 象に な っ

て いな い乳 幼 児

平成巧年度から、納税者が自己の所有する土地・家屋の価格について、市

内に所在する他の資産の価格と比較することにより、自己の資産の価格が適

正かとうかを確認できるよう、縦覧対象範囲が変わります。

あわせて、縦覧期間および固定資産課税台帳に登録された価格に関する審

査の申し出の期同等についても、以下のように変わります。

受付期間1月31 囗窗まで(土 ・Eﾖ曜日､祝日を除<)

受付方法直 接 、児 童福 祉 課 乳幼 児 医 療 費 特 別

窓 口( 市 役 所 議 会棟3 階) 、吝 支 所 ま

た は 郵便 で､ 〒271-88ﾜ8 松 戸 市 役

所 児 童 福 祉課 乳 幼 児医 療 費 特 別受 付

担 当 へ

受給券の送付書類・所得審査後に医療助成受給券

を送付します（3月予定）

※3月31 日までに、次の事項に当て

はまる人は､ 資格がなくなります。

●松戸市を転出する人

●生活保護を受ける人

●健康保険に加入しなくなった人

ヘ` ヘヘヘ
ヘ` へ

平成糒年度まで 平成15年度から

縦覧範囲

固 定 資 産 課 税 台 帳 の 自

己 の 資 産 に 圉 す る 部 分

に 限 定

新 た に 整 備 す る 縦 覧 帳 簿 に よ り 、 他 の 土

地 や 家 屋 の 価 格 に つ い て も 縦 覧 可 能

縦覧期間
毎 年3 月 １日 か ら20 日 以

上 の 期 間

毎 年4 月1 日 か ら 最 初 の 納 期 限 の4 月30 日

ま で の 間

審 査 申 出 期

間

縦 覧 期 間 の 初 日 か ら 納

税 通 知 書 の 交 付 を 受 け

た 日以 降30 日 ま で の 問

固 定 資 産 課 税 台 帳 に 価 格 を 登 録 し た 旨 が

公 示 さ れ た 日 か ら 、 納 税 通 知 の 交 付 を 受

け た 日 以 降60 日 ま で の 間

縦覧帳簿の記載事項

かかる前に予防　こじらす前に治療

☆かかったかなと思ったら

・食事は消化のよい温かいものを

・保温も大切（体を冷やさない）

・水分を十分にとる

・とにかく安静　　　　　　　　．

☆からだの抵抗力をつける

・十分な栄養と休養をとる

・ストレスをためない

帳簿名 記載事項

土地価格等縦覧帳簿 所在、地番、地目、地積、価格
一一
所在、家屋番号、種類、構造、床面積、価格家屋価格等縦覧帳簿

早＜治すには無理をしないことです。特

に、高齢者や子ども 、持病のある人は重症

化しやすいので、軽＜考えないで早めに医

師に診てもらいましょう。

☆ウイルスをもらわない

・人込みを避ける

・室内の乾燥に気を付ける

・手洗いとうがいをする

､･マスクを着用する

■インフルエンザ相談ホットライン（3月28日縻）まで）

国立感染症研究所･感染症情報センター≫03-5285-1231

E-mail　inflしjenza@nih.go.jp

■厚生労働省インフルエンザホームページ

U R L　http://influenza一mhlw.sfc.wide.ad.jp/

國保健福祉課予防衛生係a366 ―7484

平成15 年1月１日現在､ 市内に事業用の

饂却資産を所有している個人または法人

は 、早めに市役所固定資産税課まで申告

してください。

なお 、正当な事由がなく申告しなかっ

たり 、虚偽の申告をした場合は、過料等

を科されることがあ

りますのでご注意く

ださい。

固固定資産税課償却

資産係音366-ﾜ323
一 一 一 一 一一
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方

に
ぜ
ひ
、
事
故

に
対
し
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら

い
、
事
故

の
予
防

に
注
意
を
し

て
い
た
だ
き
た

い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、

一
歳
か
ら
十
九
歳
の

事
故
死

の
内

訳
で
す
が
、
交
通

事
故
、
溺
死

、
窒
息
、
誤
飲
と

続
き
ま
す

。

交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
す

ぐ
で
き

る
こ

と
は
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ

ー
ト

を
着
用
さ
せ
る
こ
と

で
す

。
六
歳
未
満
の
ほ

ぽ
半
数
、

○
歳
児

で
も
約
七
〇
％

し
か
着

用
し
て

い
な

い
と
の

デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す

。
着
用
し
た
場
合

は
、

非

着
用

の
場

合
に

比

較
し

て
、

致
死

率
が
約
五
分
の
一
に
減
少

す
る
こ
と

が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

わ
ず

か
な
距

離
で
も
、
シ

ー
ト

、

ベ
ル
ト
を
忘

れ
ず
に
着
用
し
て

301

く
だ
さ

い
。

次
に
溺
死

で
す

が
、
○
歳

か

ら
一
歳

の
溺
死

の
八
割
は
浴
槽

で

お
ぼ
れ
て

い
ま
す
。

特
に
浴

槽

の
縁

と
洗

い
場
の
段
差

が
五

〇

惣
以
下

の
場
合
は
、

残
し
湯

を
し
な

い
で
く
だ

さ

い
。

最
後

に
窒
息
、
誤
飲

の
お
話

で
す

。
了

ど
も
は
な

ぜ
窒
息

し

や
す

い
の
か
皆
さ
ん

お
分

か
り

で
す

か
？
・

食

べ
物
は
食
道
に
、

空
気
は

気

管
に
行
く
よ
う

に
、
喉
の
奥
で

交

通
整

理
を
し
て

い
る
機

能
が

あ
り

ま
す
。
し
か
し
、

乳
幼

児

は
こ
の
機

能
が
未
熟
な
の
で
す
。

ま

た
、
四
、
五
歳
ま

で
の
了

ど

も
は
奥
歯
の
発
達
が
悪

い
た
め
、

食

べ
物
を
細
か
く

砕
く
こ

と

が

で
き
ま
せ
ん

。
こ

の
よ
う

な
事

情
か
ら
窒
息
し
や
す

い
の
で
す
。

三

歳
以
下

の
子

ど
も

に
は

、

ピ
ー
ナ
ッ

ツ
な
ど

の
乾

い
た
豆

類

や
、

ボ
ー
ロ
、

鰥
玉

は
与
え

な

い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
歩

き
な
が
ら
食

べ
さ
せ

な

い
こ
と

も
大
切
で
す

。
口

径
三

九

、ぐ
の

穴

（
Ｏ
Ｋ

の
マ
ー
ク
を
親
指
と

人

差
し
指
で
作

る
と
出
来
る
円

の
大
き
さ
）
を
通

る
物
は
、
床

か
ら
一
口
以
上
高

い
と
こ
ろ
に

置

い
て
お
く
な

ど
の
予
防
行
為

が
重
要
で
す

。
ま
た
、

タ
バ
コ

を
吸
ケ

保
護

者
の
方

は
、
家
で

は
吸
わ
な

い
こ
と
で
す

。
い
や
、

禁
煙
し
て

い
た
だ
け
れ

ば
ベ
ス

ト
で
す
。

事
故
は
、
重
要

な
健
康
問
題

な
の
で
す

。
子

ど
も
が
事
故
に

遭
わ
な

い
安

全
な
環
境
を
我

々

と
一
緒
に
作

っ
て

い
き
た

い
も

の
で
す

。
（
松

戸
市

医

師
会

）

告

示
日
・：
４
月
４
日

蚩

投

票
日
・：
４
月
1
3日

㈲

投

票
時
間
・：
午
前

７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で

※
開
票

は
松

戸
運
動
公

園
体
育
館
で
即
日

開

票
の
予
定
で
す
。

圖
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
a
3
6
6
・
7
3
8
6

皿

千
葉

県
議

会
議

員
一

般
選
挙

の

投
票

日

は
４

月
1
3
日

韓
の
予

定
で

す

４
月
か
ら
利
用
し
や
す
い
制
度
に
変
わ
り
ま
す

固定資産税の縦覧制度が変わります

平成15年度から

団固定資産税課公366-ﾜ323

償却資産（固定資産税）の申

告は1月31日(金)までに

インフルエンザに負けないために

あ
な
た
の
健
康



市長室・発

公民館成人講座

川井敏久

新しい年を迎えて

市民活動サポートセンター開所式で

今
年
は
、
松
戸
市
が
誕
生
し

て
六
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

ま
た
、
４
月
か
ら
は
、
総
合
計

画
第
二
次
実
施
計
画
（
五
か
年

計
画
）
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
節
目
の
年
の
新
春

に
当
た
っ
て
、
市
政
変
革
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で

す
。さ

て
、
市
制
六
十
周
年
記
念

事
業
で

す

が
、
残
念

な

が
ら
、

現
下

の
情
勢

を
勘
案

し
、

記
念

式
典

は
行

わ
な

い
こ

と
と
し

ま

し
た

。
し

か
し
、
市

民

の
皆
さ

ん

が
、
「
ふ

る
さ
と
松

戸
」

に
、

一
層

の
愛
着

を
も

っ
て

い
た
だ

け

る
良

い
機

会
だ

と
思

っ
て

い

ま
す

。
松
戸

に
住

ん
で

い
る
こ

と
を
実

感

で
き

る
事
業
に

、
よ

り
多
く

の
市

民

の
皆
さ

ん
に
参

加
し

て

い
た
だ
け

る
よ
う

検
討

を
重

ね
て

い
ま
す

。
楽
し

み
に

お
待

ち
く

だ
さ

い
。

ま

た
、
昨

年
1
2月

の
市

議
会

で
、

第
二
次

実
施

計
画

の
最
終

案
を

報
告
し

ま
し

た
。
計

画

の

策
定

は
、

ほ

ぼ
完
了

し

た
段
階

で
す

。
し

か
し
な

が
ら
、

財
政

的
に

は
大

変
厳
し

い
状
況

に

あ

り
、
五

年
間

の
各

年
次

の
財
源

は
、

平
均
四

十
億
円

程
度

が
不

足
す

る
と

推
計
し
て

い
ま
す

。

総

合
計
画

は
、
市

民
参
画

に

よ
り
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

そ

の
実
施
計

画
は

、
今
後

の
五

年
間

の
ま

ち

づ
く
り

を
決

定

づ

け

る
重
要

な
計
画

で
す

。
こ

の

計

画

を

着
実

に

推

進

し

、
「
住

ん

で
よ

い
ま
ち
、

訪
ね

て
よ

い

ま
ち

」
を

実
現
す

る
た

め
、
全

職
員

と
一
丸

と

な
り
、
こ

ん
身

の
努

力
を

傾
け
て

参
り
ま
す

。

昨

年
６
月

に
発

足
し

た
「

パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
検
討
委
員
会
」

に

そ
の
機

能
な

ど
を
検

討
し

て

い
た
だ

い
て

い
ま
す

「
ま
つ

ど

市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト

セ
ン

タ
ー
」

が
、
今
月

汕一
日

に
オ

ー
プ
ン
し

ま
し

た

。
こ

の
施

設
は

、
市
民

活
動

の
拠

点
と
な

る
も

の
で
、

市
民

参
画
に

よ

る
協
働

の
ま
ち

づ
く
り

の
重
要

な

一
歩
と

な

る

も

の
で
す

。
新
し

い
時
代

の

パ

ー
ト

ナ

ー
シ
ッ

プ
に
よ

る
「

ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
都
市
ま

つ
ど
」

の
実

現
に

む
け
、

市
民

の
皆

さ

ん

と
共
に

考
え
、
汗

を

流
し
て

参
り

ま
す

。

限
ら
れ

た
財
源

の
中

で
の
計

画

推
進
、

協
働

の
ま
ち

づ
く
り

の
推
進
、

い
ず

れ
に

お
き
ま
し

て

も
、
今
年

は

、
松
戸
市

政

の

タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ

ン

ト
に
な

る

と

感
じ
て

い
ま
す

。
こ
う

し

た

危
機

意
識

を
持

ち

つ
つ
も
、

常

に
心

の
中
に
は
笑

顔
を

も
っ
て
、

市
民

の
皆

さ
ん

と
共
に

、
市
制

六

卜
周
年

の
こ

の
年
を

真
に
記

念

す
べ
き

年
に
し

て
参

り
た

い

と
思

い
ま

す
。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用

の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ます 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で さ れ ば 、

連 絡 先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

F  AX366 ―2301

メ ー ル ア ドレ ス

mayor.matsudo@intership.ne.jp

(12 月末現在の受信件数)ファクス874件､メール1,289件

有
料
駐
輪
場
を
買

い
物
な

ど
で
、

一
時
的
に
利
用
す

る
人

の
た
め
に

「
一
時

使
用
コ

ー
ナ
ー
」

を
設

け

て

い
ま
す

が
、
今

回
、
一
時
使
用

専
用

の
松

戸
駅
西
口

第
三

駐
輪
場

を
新
設
し

ま
し

た
。

◆
利
用
で

き
る
車
種

…
自

転
車

◆
利
用
取

扱
時
間
・
：
午
前
７
時
か

ら
午
後
７

時
3
0分
ま

で

※
前

も
っ
て
回
数
券

を
購
入
す
れ

ば
、
利

用
取
扱

時
間
外

に
利

用

す

る
こ

と
が
で
き
ま
す

。

◆

使
用

料
：
二

回
百
円

、
回
数
券

【
十

一
枚

綴
り

】
千
円

圖
安
全
課

容
3
6
6
・
7
4
3
9

松
戸
駅
西
口
第
三
駐
輪
場

松
戸
駅
西
口
第
三
駐
輪
場
を
新
設

講座名 日　時 会　場 講　師 対象 定　員 持ち物/費用

親 子 で手 づ く り パ ン

教 室

2/15 仕）､3/15 圉

午 前10 時 ～ 午 後

2 時 〔全2 回 ］

市 民 会 館
料 理 研 究家 ・

岡 嵜 恵 美 氏

市

内

在

性

こ

仕勤

・

在

学

の
人

小 学 生 以 上

の 親 子 祠 組

28 人

エ プ ロ ン､ ふ き

ん ２枚/ 親 子 で

3,000 円( 教材費)

子 ど も の 心を 育 て る

家 庭 教 育～ 心 を 育 む

コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

2/17 ㈲･18 灰）・

25 團 午 前10 時

30 分 ～ 午 後 ○時

30 分 〔全3 回 〕

六 実 市 民 セ

ン タ ー 別 館

東 京 メン タル

ヘ ル ス ア カ デ

ミ ー ・淵上 規

后 子氏

30 人

(ｲ呆育20 人)
筆 記 用 具/ 無 料

家 庭 教 育 講 演 会 ～ お

母 さ ん だ つ て ほ め ら

れ た い ～

2/7 廁 午 前10 時

30 分 ～ 午 後O 時

30 分 女 性 セ ン タ

ー ゆ う ま つ

ど

ル ポラ イ タ ー

帽 胼寸年 子 氏

40 人

(保育25 人)
筆 記 用 具/ 無 料

日 中 、 日 朝 関 係 と 瀋

陽 事 件 ・ 拉 致 問 題 ～

アジ ア の人 権 を 考 え

る ～

2/14 窗 ・21 廊 、

3/7R 卜14 ㈲ 午

前 扣 時 ～ 正 午

｢令∠↑同 〕

立正 大学 教授

・落合 淳 醫氏
50人 筆 記 用 具/ 無 料

圃2 月３日㈲〔必着〕までに、往復ハガキに講座名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番

号・返信用あて名を記入して､ 〒2ﾜ1-0094 松戸市上矢切299-1 総合福祉会館内　公民館

(55368 ―1214) へ

※親子で手づ＜リパン教室は、お子さんの名前・性別・学年も記入してください。

※保育つきの講座は、1歳10 ヵ月児から受け付けます（おやつ代1［亘］200円）。お子さんの名

前・性別・生年月日を記入してください。

※往復八力圭1枚につき1講座の申し込みです。定員を超えた場合は、初めての人を優先し抽

選します。定員に満たない講座は、2月５日困 から電話で受け付けます。

※会場によっては駐車場がありませんので、電車、パスをご利用ください。

今年は関東大震災(1923 年9 月１ヨ）から、80 年目を迎えます。関東大震災での大混乱時

における社会不安の中、天災だけではな＜、さまざまな人災がありました。

千葉県内で起きた歴史的事件「福田村事件」を例に、学習する中から見えてくる差別の構

造を明らかにし 、人権学習がなぜ重要なのかについて、みんなで考え合う講座です。

期　日 内　　容

2/18 叫 人権学習のすすめ①「差別と人権を考える」

2/25W 人権学習のすすめ②「福田村事件を学ぶ」

3/ 4W 人 権 学 習 の す す め ③ 福 田 村 事 件 現 地 フ ィ ール ドワ ー ク と 野 田 市 の 歴 史 学 習

3/11 ㈲ 人 権 学 習 の す す め ④ ま と め 「人 権 問 題 を 考 え る ～ 設 問 に つ い て グ ル ープ 討 議な ど 」

時間午後2時～3 時30 分　会場女性センターゆうまつど　講師匍千葉県人権啓発センター

濕理事長・市川正廣氏　対象市内在住・在勤・在学の人　定員先着25 人　費用無料

※3月４日は、午前10 時市役所集合で、バスで現地の野田市へ出発します（昼食は実費）。

匣電話で公民館S368 ―121 ∠Iへ

「ＩＴ学習コーナー」の
利用を受け付けています

開設日3 月29 日出までの毎週水～土曜日（祝日

の場合も開設） 会場文化ホール（松戸1307 の１

松戸ビルヂング∠纐 ） 実施内容①講習（インスト

ラクターが指導）②自主学習（インターネット・

電子メールについての質問に、インストラクター

がアドバイス） 対象市内在住・在勤・在学でパ

ソコンの初心者および未経験の人　定員講習＝各

先着10 人、自主学習＝各回先着5人（土曜日の自

主学習は一日2回実施しています）　費用無料

圃電話で希望の講習内容と日時を指定して 、総

務課｜丁担当室Q366  -  7401へ

※随時募集しています。

日程

曜日 内　容 時　團

水
講 習( パ ソ コ ン

の 基 本 操 作)

午 後1 時30 分

～4 時30 分
木

講 習( イ ン タ ー

ネ ッ ト の 利 用)

金
講 習( 電 子 メ ー

ル の 送 受 信)

土 自 主 学 習
午 後1 時 ～3 時

午 後3 時 ～5 時

夜間と土・日曜日に臨時開館します
まつど市民活動サポートセンターでは、下記の日程で夜間（午後5時～9時）および土・日曜日

（午前9時～午後ら時）に臨時開館しますので、ご利用ください。

申込方法①平日の午前10 時から午後4時までに予約専用電話登365-5588 へ（キャンセル待ち

も可能）②予約後一週間以内（利用日が一週間以内の場合は、利用日の前日まで）に、直接また

はファクス(fax 365―5636)､E メール(@  partnership―matsudo@soleil.ocn.ne.jp) で申請書

を提出してください。

※申請書は、予約時にセンターからファクスまたは［ メールでお送りします。
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No.100

北
風
受
け
て

こ
の
一
年
に

立
ち
向
か
ふ

まつつど市民活動サポートセンター

｢人権学習のすすめ～関東大震災時に起こった事件から学ぶ｣
公民館市民大学講座（全４回）

一
時
使
用
専
用
の



市
内
小
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
「
食
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら

食

べ

る
こ

と

は

、

私

た

ち

が
生

き
て

い

く
上

で

、
欠

か

す

こ

と

が

で

き

な

い

も

の

で
す

。

特

に

、

小

中

学

生

の

頃

は

成

長

の
盛

ん

な

時
期

で

、
こ

の

時

期

に

望

ま

し

い

食

習

慣

を

身

に
つ

け

る
こ

と

は

、

生

涯

の

健

康

づ

く

り
に

つ

な

が

る
と

い

え

ま

す

。
し

か
し

、
近

年

、

子

ど

も
た

ち

の

栄

養

バ

ラ

ン

ス

の

偏

り

や

生

活

習

慣

病
の

増
加

な

ど

、
食

に

起

因

す

る
問

題

が

深

刻

に

な
っ

て

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

松

戸

市

学

校

栄

養
士

会

で
は

、
児

童

生

徒

の

食

生

活

の

実

態

お

よ

び

学

校

給

食
に

対

す

る
ニ

ー

ズ

を
把

握

す

る
た

め

、

平

成
1
4
年

５

月

に

市

内

の
小

学
二

・
五

年

生

、
中

学

二

年

生

の

計

一
万

千

三

百

七

十

二

人

、

お

よ
び

そ

の
保

護

者

を

対

象

に

「

食

事

に

関

す

る
ア

ン

ケ

ー
ト

」

を
実

施

し

ま

し

た

。

食

習

慣

の

あ

り
方

に
つ

い

て

、

考

え

て

み

ま
せ

ん

か
。

圖

保

健

体

育

課

昔
3
6
6
・
7
4
5
9

「
子

ど
も
の
食
生
活
で
心
配
事

が
あ

る
」
と

答
え

た
保

護
者

は
、

小

学
校
二
年

生
が
多
く
、
学
年

が

進
む
に
つ
れ
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

心
配
事
で
多
か

っ
た
の
は
、『
偏

食
』
『
肥
満
』
『
小

鳥

で
す

。

そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
を
見

る
と
『
偏

食

』
で

は
「

野

菜

嫌

い
」
、
『
肥

満
』

で

は

「
食

べ

す

ぎ

」

や

「
運

動

不

足

」
、
『
小

塵

で

は

「
食

が
細

い
」

「
好

き

嫌

い

が

激

し

い
」

と

い
う

こ

と

で

し

た

。
中

学

生

に

な

る

と

「

ダ

イ

エ

ッ

ト

の
た

め

の

『
小

食

』

が
心

配

」

と

い
う

回

答

も

あ

り

ま

し

た

。

成

長

期

の
過

度

の

ダ
イ

エ

ッ

ト

は

、
正

常

な

発

育

を

妨

げ
ま

す

。

健

康

の
た

め

に

も

、

必

要

以

上

の

ダ

イ

エ

ッ
ト

は
控

え

た

い
も

の

で

す

。

ま

た

、

子

ど

も

の

食

事

で
心

が
け

て

い

る
こ

と

は
、

「
食

事

の

バ

ラ

ン

ス
」
「
三

食

と

る
こ

と

」

と

答
え

た

保

護
者

が
七

〇
％

以

上
で

、

以

下

「

食

事

の

マ

ナ

ー

」

「
手

作

り

」
「
食

品

の

安

全

性
≒

味

付

け
」
と

い
う

順

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
す

に

な

っ
て

い
ま

し

た

。

２
　
子

ど

も

の

朝

食

摂

取

状

況

一
週
間

の
児

童
生
徒
の
朝
食
摂

取
状
況
を

保
護

者
に
聞

い
た
と
こ

ろ

、
「
毎
日

食

べ
る
」

と
答
え

た

の
は
小
学
二
年

生
が
九
一
％
と
一

番
多
く
、

続

い
て
五
年
生
、
中
学

二
年
生
と

な
っ
て
お
り
、
学
年

が

進
む
に
つ
れ
減
少
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た

、
「
欠

食
し

た
こ

と

が
あ

る
」

は
、

学
年

が
進
む
に
つ
れ
増

え
、
小

学
こ

千
生
で
は
八
％
、
小

学
五
年
生

で
は

匸
一
％

、
中
学
二

年
生
で
は
一
七
％

と
な

っ
て
お
り
、

「
一
週

間
ま

っ
た
く

食

べ
な

か

っ

た
」

が
、

中
学
二
年

生
で
は

Ｉ
％

い
ま
し

た
。

朝

食
欠

食
の
主
な
理
由
は
、「
食

欲

が
な

い
≒

子

ど
も
の
寝
坊

」
で

し
た
。

そ

の
他

に
、
「
朝
食
を

食

べ
る

習
慣

が
な

い
」

と

い
う

家

庭

が
、

小
学
二
年
生
で
三
％

あ
り
ま
し
た
。

朝
食
を
食

べ
な
け

れ
ば
、
一
日

の
活
動
に
必
要

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

補
給
さ
れ

ず
、
低
体
温

や
集
中
力

の
欠
如
に

つ
な

が
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
長
期

に
必
要

な
エ

ネ
ル

ギ
ー
も
不
足
し

て
し

ま
い
ま

す
。
元
気
に
一
日
を
過

ご
す
た
め

に
、
朝
食

は
欠

か
せ

ま
せ

ん
。

家
庭
で
必
ず
朝
食

を
食
べ
る
習

慣
を

つ
け
た

い
も
の
で
す

。

児

童
生
徒
に

、
あ
る
日
の
朝
食

・
夕
食
を
誰
と
食

べ
た
か
を
聞

い

た
と

こ

ろ
、
朝

食

で
は

、
「
家

族

の
誰
か
と
食

べ
た
」

が
、
小

学
二

・
五
年
生
で
五
三
％
と
一
番

多
く
、

中
学
二
年
生
で

は
「
一
人

で
食

べ

た
」
と

い
う
回

答
が
、
四

五
％

で

一
番
多

い
結
果

で
し

た
。

ま
た
、
「
家

族
全
員

で
食

べ
た
」

は
、

い
ず

れ
も
最
下
位

で
し

た
。

夕
食
は

、
グ
ラ
フ
ー
の
と
お
り

で
し
た

が
、
気
に
な

る
の
は
、
二

人
で
食

べ
た
」

が
、
小

学
二

∴
五

年

生
で
四
％
だ

っ
た

の
に
対
し

、

中
学
一
。年
生
で

は
、

匸
二
％

に
な

っ
て

い
た
こ
と

で
す

。

楽
し
く
食

べ
る
こ

と
は
、
心
と

体
の
健
康

づ
く
り

に
つ
な
が
り
ま

す
。

さ
ま

ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
、
一

人

で
食

べ
る
こ

と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す

が
、

で
き
れ

ば
、
家
族
で

会
話
を
し

な
が
ら
楽
し
く
食
べ
た

い
で
す

ね
。

４
　

お

や

つ

に

つ

い

て

約
八
〇
％

の
児
童
生
徒

が
お
や

つ
を
食
べ
て
お
り
、
内

容
は
表
１

の
通
り

で
し
た
。

甘

い
も
の
よ
り
醤
油
味

や
塩
味

おやつの内容表1

1位 2位 3 位 4位

小 学

2 年 生

せ ん べ

い

ス ナ ッ

ク 菓 子
アイス

チ ョ コ

レ ー ト

小 学

5 年 生

ス ナ ッ

ク 菓 子

世 ん べ

い
アイス

チ ョ コ

レ ー ト

中 学

2 年 生

ク ッ キ

ー
ア イ ス ゼ リ ー

ス ナ ッ

ク 菓 子

等
を
好
む
傾
向

が
み

ら
れ
ま
す
。

塩
分

や
油
分

、
糖
分
の
多

い
お

菓
子

も

あ
る
の
で
、

量
と
時
間
を

決
め
て
、
食
事

に
差
し
支

え
な

い

よ
う
に
食

べ
さ
せ
て
く

だ
さ

い
。

ま
た
、
夕
食

後
、
寝
る
ま
で
に

間
食
を
す

る
児
童
生

徒
は
半
数
以

上
で
、
小

学
五
年

生
と
中
学
二
年

生
で
は
、

六
一
％

が
夕

食
後
に
間

食
を
し
て

い
ま
し

た
。

寝

る
前
に

あ
ま
ひ

多
く

食

べ
る

と
、
肥
満

や
朝
食
欠

食
に
も
つ
な

が
る
心
配

が
あ
り
ま

す
。

間
食
は

、
寝

る
二

時
同

位
前
ま

で
と
し
、
消
化

の
よ
い
も
の
を
少

量
に
し
ま
し

ょ
う

。

５
　
食

べ

物
の

好

き

嫌

い
に

つ

い
て

好
き
嫌

い
が
「
あ

る
」
と

答
え

た
児

童
生
徒
は
、
全
体
で
約

八
〇

％

い
ま
し
た
。

好
き
嫌

い
の
内
容

は
、
表
２

の

通
り
で
、
嫌

い
な
食

べ
物

の
ほ
と

ん
ど
が
野
菜
類
で
し
た

。

学
校
給
食
で
も
、
児
童
生
徒

は
、

野
菜

料

理

が
苦

手

の

よ
う

で
す

が
、
切
口
方

や
昧
、
料
理
法

な
ど

＼ 好きな食べ物 嫌いな食べ物

1ｲ立 2 位 3位 4位 1位 2ｲ立 3位 4位

小 学

2 年 生
果物

カ レ ー

ラ イ ス
肉類

ラ ー メ

ン

ピ ー マ

ン
ナス トマト 野菜

小 学

5 年 生
果物 肉類

カ レ ー

ラ イ ス
寿司

ピ ー マ

ン
ナス トマト 野菜

中 学

2 年 生
肉類 果物

カ レ ー

ラ イ ス

ラ ー メ

ン
魚料理 野菜

ピ ー マ

ン
トマト

を
工

夫
し

、
お

い
し
く
食

べ
て

も

ら
え

る
よ
う
に
作

っ
て

い
ま
す

。

ま
た

、
「
嫌

い
な
食

べ
物

が
給

食

に
出
た
時
、
ど
ケ

す

る
か
」
を

聞

い
た

と
こ

ろ
、
「

が
ん

ば

っ
て

少
し

で
も
食
べ
る
」
と
答
え

た
児

童
生

徒
は
、
小

学
二

・
五
年
生
で

九

一
％

、
中
学
一
。年

生
で
は
七
五

％
で
し

た
。
食
べ
る
理
由
は
、「
栄

養

が
あ
る
か
ら
」
が
、
小
学
二
年

生
で
三
七
％

、
中
学
二
年
生

で
三

二
％

、
小

学
五
年
生
で
Ｉ
．七
％
で

し
た

。
さ
ら

に
、
「
給

食

は
残

さ
ず
食

べ
る
よ
う

に
し
て

い
る
」

が
、
小

学
五
年

生
で
川
九
％

、
中
学
二
年

生
で
三

五
％

、
小
学
二
年
生

で
三

〇
％

で
し

た
。

一
方

、
「
嫌

い
な
食

べ
物

は
食

べ
な

い
」
と
答
え

た
児

童
生
徒

は
、

小

学
二
年

生
で
七
％

、
小
学
五
年

生
で

は

Ｉ
〇
％

、
中
学
こ

千
生
で

は
Ｉ
．五
％

に
な
っ
て

い
ま
し
た

。

こ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
野
菜
類

の
大

切
さ
を
知

識
と
し
て
理
解
す

る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
自
分

の
健

康
を
考
え

た
食
べ
方
が
で
き

る
よ

う

「
食

に
関
す
る
指
導
」

が
大
切

だ
と

い
え

ま
す

。

男

女

共

同

参

画

社

会

に

向

け

た

県

民

意

識

の

醸

成

を

目

的

と

し

た

「

ヒ

ユ

ー

マ

ン

フ

オ

ー

ラ

ム

ち

ば

舛一
」

２
月
1
1
日

㈲

午

後

Ｏ

時
3
0
分

～

４

時
　

会

場

習

志

野

文

化

ホ

ー
ル

（
習

志

野

市

谷

津

一

の

二
（

の

匸

内

容

作
家

・
落

合

恵

子

氏

に

よ

る

基
調

講

演

、

落

合

恵

子

氏

と

千

葉

大

学

教

授

・
佐

藤

和

夫

氏

他

に

よ

る

て

い
談
　

費
用

無

料

奈
当

日

は
市

で

バ

ス

を

用

意

し

ま

す
（
先

着

十

人

）
。
希

望

の
人

は

、

２
月

５

日

水

ま

で

に

、

電

話

で

’

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど

昔

3
6
4
・
8
7
7
8

へ

圈

千

葉
県

女

性

セ

ン

タ

ー

昔
0
4
・

７

１
４

０

・
８

６

０

り亠

労

働

セ

ミ

ナ

ー

２
月
1
8凵

㈹
午
後
２
時
～
４
時

3
0分
　

会
場
勤
労
会
館
　

テ
ー
マ

「
雇

卅
多
様
化

時
代

の
人

事
戦
略
」

～
こ
う

い
う

時
代
の
雇
用
管
理

の

あ
吁
才方
～
　

講
師
岡
崎
人
事
コ

ン

サ
ル
タ
ン
ト
代
表

・
岡
崎
洋
氏

対

象
起
業
を
目

指
す
人

・
事
業
主

・
学
生
（
特
に
今

春
就
職
予

定
者
）

∴

般
市
民
　

定
蕀

无
着
五
十
人

費
用
無
料

匣

２
月
1
4日

窗
ま
で
に
、
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で
商
工

観
光
課
労

政
係

。。
3
6
6
・
7
3
2
7

隰
3
6
6
・
1

5
5
0

へ

少

年

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

２

月
1
8
日

㈹

午

後

２

時

か

ら

会

場

凩
葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

ビ

ル

五

階

会

議

室
　

傍

聴
定

員

当
口

先

着

五

人を
議

題

等

は

お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

固

こ

ど

も
課

少

年

セ

ン

タ

ー

昔
3
6
6

･　
l＞≫
 
 ̂
C
O ^

パ

ー

ト

タ

イ

ム

労

働

ガ

イ

ダ

ン

ス

「
知

っ

て

お

き

た

い

法

律

と

税

・

社

会

保

険

制

度

」

２
月

４
日

㈹
午
後
１
時
3
0分
～

４

時
3
0分

会
場
女

性
セ
ン

タ
ー

ゆ
う

ま
っ
ど
　

内
容
税

・
社
会
保

険

の
扶

養
制

度
と
働
き
方
の
関
係

に

つ
い
て

（
ガ
イ

ダ
ン
ス
終
ｒ

後

個
別
相

談
あ
り
）
　

講

師
鰥
2
1世

紀
職
業

財
団
千

葉
事
務
所

雇
用
管

理

ア
ド
バ
イ

ザ
ー

・
鈴
木
義
久
氏

対
象
現
在

パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
で
働

い
て
い
る
か
、
こ

れ
か
ら
働
き
た

い
人
　

定
員
先

着
二
十
人

（
う
ち

個
別
相

談
十
人

）
　

費

拑
無
料

圃
電
話

で
女

性
セ

ン
タ
１

昔
3
6
4
・

8
7
7
8

へ

松

戸

市

緑

推

進

委

員

会

２
月

３
日

丱
午
前
1
0時
か
ら

龠
場

市
役
所

議
会

棟
三
階
特
別
委

員
会
室

壹

磐

告

発

着
十
人
（
当

日

午
前

９
時
3
0分
か
ら
会
場
で
受

け
付
け

）

※
議
題
等
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

國

み
ど
り
と
花

の
課
保
全
係

容
3
6
6

.
7
Qり
７
８

松

戸

市

高

等

学

校

入

学

資

金

貸

付

等

選

考

委

員

会

２
月

３
日

側
午
後
２
時
か
ら

龠
殲
市

役
所

新
館
五
階
市
民
サ

ロ

ン
　

傍

聴
定
員
当
日
先
着
十
人

固
児
童
福
祉
課

昔
3
6
6
・
7
3
4
7

教

育

委

員

会

会

議

２
月

６
日

閑

午

後

２

時

か

ら

侖
殲

京

葉

ガ

ス

Ｆ

松

戸

ピ
ル

五

階

会

議

室

※

傍

聴

で

き

ま

す

。

議

案

等

は
お

問

い
合

わ

せ

く

だ

さ

い
。

固

教
官

営

貝
会

企

画

管

理

室

昔
3
6
6

・
７
４
ｒａ
ｒａ

「
歌
の
町
」
の
放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す

防

災

行

政

用

無

線

局

の
試

験

放

送

と

し

て

流

し

て

い

る

「
歌

の

町

」

の

放

送

時

間

が

、

２

月

１

日

出
了

４

月
3
0
日

水

の

問

、

午

後

５

時

に

な

り

ま

す

。

圖

防

災

課

昔
3
6
6・
7
3
0
9

１
　
子

ど

も

の

食

生

活

に

つ

い
て

３
　
朝

食

、

夕

食

は

誰
と

食

べ

ま

す

か

「
嫌
い
な
も
の
で
も
、

が
ん
ば
っ
て
食
べ
て
い
る
よ



６
　
学

校

給

食

に

つ

い

て

学

校

給

食

に

つ

い
て

は
、

九

六

％

の

保

護

者

が

「
あ

っ
た

方

が
よ

い
」

と

答
え

、

そ

の
理

由

は

、

グ

ラ

フ
２

の
と

お
り

で
し

た

。

グラフ２　保護者の回答　給食があった方がよい理由

(複数回答)

次

に

、

学

校

給

食

に

望

む

こ

と

は

、
「
安

全

な

給

食

」

が

八

八

％

、

「

食

文

化

の

理

解

（
行

事

食

も

含

め
て

）
」

が
四

三

％

、
「
食

事

マ
ナ

未
記
入

弁
当
は
大

変温
か
い

安
全

安
価

栄
養
的
に

満
た
さ
れ

て
い

る

早めに提出確定申告書等は

自分で作成して

１

」

が
三

九

％

で

し

た

。

な
か

で

も
「
食

文

化

の

理

解

」

「
食

事

マ

ナ

ー

」

と

も

に

、

小

学

二

・

五

年

生

の

保

護

者

の

希

望

が
多

く

な

っ
て

い
ま

し

た

。

こ

れ

は

、

社

会

状

況

が

変

化

し

、

家

庭

で

食

文

化

を

伝

え

る

機

会

が

減

っ
て

い

る

た

め

、

学

校

給

食

を

通

し

て

食

文

化

の

伝

承

を

望

む

結

果

だ
と

考
え

ら
れ
ま
す
。

献
立
内

容
に

つ

い
て
は
、
「
子

ど
も
星

号
ん
で
食
べ
て
い
る
こ
と
」

に
満
足
し
て
い
る
保
護

者
が
多
く

、

続

い
て
「
旬

の
食
材
の
使
用
≒

食

文

化

の
理

解
」
「

メ
ニ
ュ

ー
の

バ

ラ
エ
テ
ィ
」
の
順
に
な

っ
て

い
ま

し

た
。

最

後
に
、
学
校
給
食
全
般
に

つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
不
満
」
と

答
え

た
保
護

者

が
二
％

、
「
ど

ち

ら

で

も
な

い
」

が
一
六
％

、
「
満

足
し

て
い
る
」

が
七
八
％
と

い
う

結
果
で
し

た
。

学
校
給
食
で
は
、
今
後

も
旬

の

食
材

や
地
場
産
品
の
使
用

、
行
事

食
を

通
し

て
、
食
文
化

の
伝
承

な

ど
に
取
り
組

み
、
給
食
だ

よ
り
な
ど
を

通
し
て
、
家

庭
に
お
知
ら

せ
し
て
い
き

ま
す
。

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
等
の
提
出
書
類
に
つ
い
て
、
自
分
で

正
し
く
作
成
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
等
を
作
成
す
る
人
の
た
め
に
、
税
務
署
や
下
記
会
場

で
記
載
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

圜
松
戸
税
務
署
屁
’一

・
1
1
7
1

申
告
と
納
税
は

所
得
税

２
月
1
7凵

茆
～

３
月
1
7日

菲謦

蘓

２
月

３
日

囲
～

３
月
1
7囗

囲消

費

祝
３
月
3
1囗
丱
ま
で

３
月

に
入

る
と
税
務
署

が
大
変

込
み
合

い
ま
す
。
早
め
に
お

い
で

に
な

る
か
郵

送
に
よ
る
提
出
を
お

願

い
し
ま
す

。
税

務
署
窓
口
で

の

申

告
書

等
の
提
出
は
、
平
日
の
午

前
８
時
3
0分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

と
な
り
ま
す

。
時
間
外
お
よ
び
閉

庁
日

の
4
1告

書

寺
の
提
出
は
、
時

間
外
収
受
箱
を
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

ま

た

、

給

与

所

得

者

等

の
還

付

申

告

に

つ

い
て

は

２

月
1
7
日

以

前

で

も
受

け
付

け

て

い
ま

す

。

な

お

、
松

戸

税

務

署

の
駐

車

場

は

、

確

定

申

告

用

の

プ
レ
（

ブ
設

置

の

た

め

４

月

下

旬

ま

で

利

用

で

き

ま
せ

ん

。

電

車

・
バ

ス

等

で

ご
来

署

く

だ

さ

い
。

ま

た

、

国

税

庁

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

に

「
所

得

税

の
確

定

申

告
書

作

成

コ

ー

ナ

ー

」

を

設

け

て

い
ま

す

の

で

、

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

Ｕ
Ｒ
冖

＝
ｈ
ｔ
ｔｐ
:／
／
w
w
w
.ｎ
ｔａ
.ｇ
ｏ
.

邨

中
学

生

は

、
活

動

範
囲

や

生
活

時

間

等

が

変
化

す

る

時
期

に

な

る
と

考
え

ら

れ

、
小

学

生

に
比

べ
て

家

庭

の
食

生

活

に

対

す

る
意
識

が
薄

れ
て

し

ま

う
傾

向

が

見
受

け

ら

れ
ま

し
た

。

ま

た
、
学

校
給

食
全

般

に

つ

い
て

は

、

「

満
足

し

て

い
る
」
保

護

者
が

約

八
〇
％

に

及

ぶ
こ

と

が

わ
か

り
ま
し

た
。

こ

れ
ら

の

結
果

か

ら
、
学

校
で

は

、

自

分

の
健

康

は
自

分

で

管
理

で

き

る
児

童

生

徒
を

育

て

る
た

め

「
食

に

関
す

る

指

導

」
を

、

さ

ら
に
充

実

さ

せ
て

い
き

た

い
と
考

え

ま
す

。

ま

た

、
食

生

活
の

基
本

は

家

庭
で

あ

る
こ

と

か
ら

、
家

庭
で

も
「
食

べ

る
」
こ

と

の

大
切

さ

を

、
も

う

一
度

考

え
て

み

る
こ
と

が
必
要
で

は
な

い
で
し

ょ
う
か

。

今

後

は
学

校

と
家

庭

と

が
さ

ら

に
連

携
を

深

め
な

が

ら

、
児

童
生

徒

の
食

と

健

康

に
つ

い
て

、
共

に

考
え

て

い
き

た

い
と

思

い
ま

す

。

税務署以外の申告書作成会場(松戸市)

松戸市の学校給食について
学校給食の歴史

昭和22年　中部ﾉ儿 南部小、

矢切小、高木小、馬橋小で

ミルク給食開始

昭和23年　北部小でララ物

資( アジア救援公認団体)に

よる補助給食開始

昭和24年　小学校数校で週

3回の給食開始

昭和40年　小学校全校で週

5回の給食開始

平成２年　弁当併用選択方

式による中学校給食試行開

始( 古ヶ綺中、小金北中)

平成７年　中学校全校で弁

当併用選択方式による給食

開始

松戸市の学校給食は、小学校が完

全給食です。中学校が弁当併用選択

方式といい、弁当持参または給食(2

つのメニュー)のいずれかを選択でき

る方式になっています。

中学校給食は平成2 年度から始 ま

り、現在では、生徒の90 ％以上が給

食を選択しています。

また 、児童生徒の健康を考えた献

立づ＜リや衛生面に配慮し 、おいし

く食べてもらえるための調理の工夫、

楽し＜食べる環境づ＜リなどを考え、

学校給食を実施し ています。

さらに 、｢食に圉する指導｣により、

好き嫌いな＜食べることの大切さも

伝えています。

全

国

学

校

給

食

週

間

に

ち

な

ん

で

、
１

月
3
0日

米

ま

で

、

市

役

所

一
階

連

絡

通

路

で

、

松

戸

市

の

学

校

給

食

の

紹

介

を
し

て

い

ま

す

。

………広 域 還 付申 告 セン タ ー(::)

で は 、給 与 所 得 ・年 金 所 得

者 で 医 療 費 控 除 な ど 、還 付

申 告 を 受 け る 人 を 対 象 と し

た 申 告 書 作 成 指 導 を 行 い ま

す 。

こ申 告 書 は 自 分 で 記 載 し て

い た だ き ま す。

=･申 告 書 作 成 会 場 に お い で

に な る 人 は 、 使 い 慣 れ た 計

算 器 具 ・ 筆 記 用 具 ・前 年 の

確 定 申 告 書 一決 算 書 等 の 控

え 、 そ の 他 申 告 に 必 要 な 書

類 お よ び 印 鑑 を ご 持 参 く だ

さ い 。

シ消 費 税 一贈 与 税 ・譲 渡 所

得 な ど の 相 談 は 、税 務 署 を

ご 利 用 ＜ ださ い 。

し
各 会 場 と も 、お 車 で の来

場 は ご 遠 慮く だ さ い 。

期 日 相 談 時 間

会　場

常 盤 平

市 民 セ

ン タ ー

小 金 原

市 民 セ

ン タ ー

新 松 戸

市 民 セ

ン タ ー

ポツクス

ヒ ル8 階

(松 戸 駅

ビ ル)

2/4㈹
※ し 午

あ 来 前`

り 場 水 ９

ま 者 ツ時

す 多 ク30

°数 ス 分

の ヒ Ｓ

場 ル 正

合 は 午

年` ｀

早 前 午

め10 後

に 時 １

締 か 時

め ら Ｓ

切 開 ４

る 始 時
一

一
こ そ

が　 だ

●

5㈲ ● ●

6㈹ ● ●

7㈲ ● ●

12㈲ ● ●

13困 ● ● 麗 圓
■ 膕

14肺 ● ● ■■
■謳

24(月) ●

25㈹ ●

26㈲ ●

27㈲ ●

琵＝広域還付申告センター

●＝税理士の無料相談

手
賀
沼
水
循
環
回
復
行

動
計
画
(
素
案
)
の
提
案

・
意
見
を
募
集

手

賀

沼

水

循

環

回

復

行

動

計

画

（
素

案
）
を

策

定

す

る

た

め

、

皆

さ

ん

の

意

見

を

広

く

、

募

集

し

ま

す

。

詳

細

は
千

葉

県

水

質

保

全

課

へ

お

問

い
合

わ
せ

く

だ

さ

い
。

応

募

期

限

２
月
1
0
日

囲

ま

で

な

お

、

ホ

ー

ム

ペ
Ｌ

ン
で

も

ご
覧

に

な

れ
ま

す

。

Ｕ
Ｒ
」
=
　ｈ
ｔ
ｔｐ
:／
／
w
w
w
.ｐ
ｒ
ｅ
ｆ
.

ｃ
ｈ
ｉｂ
ａ
.ｊ
已

ｓ
ｙ
ｏ
ｚ
ｏ
ｋ
ｕ
／ｅ
_ｓ
ｕ
ｉ

ｈ
ｏ
／
ｉｎ
ｄ
ｅ
ｘ
.ｈ
ｔ
m
l

圜

千

葉

県

水

質

保

全

課

湖

沼

浄

化

対

策

室

昔
0
4
3・
2
2
3・
３

８

１

８

、
市

河

川

清

流

課

公
3
6
6・

１

ｅ

ｌ
・
ち

ば

中

小

企

業

情

報

千

葉

県

で

は

、

昨

年

５

月

か

ら

中
小

企

業

の
人

々

を

対

象

ど

し

た

メ

ー

ル

マ

ガ
ジ

ン

「

ｅ
Ｉ
・
ち

ば
中

小

企

業

情

報

」

を

始

め

ま

し

た

。

中
小

企

業

に

役

立

つ
情

報

を

月

二

、

三

回

無

料

で

提

供

し

て

い
ま

す

。内

容

融

資

・
助

成

制

度

・
イ

ベ

ン

ト
情

報
（
セ

ミ

ナ

ー

や
講

演

会

）

・
県

内

経

済

情

報

・
各

種

募

集

事

項

な

ど

※

登

録

は
ｈ
ｔ
ｔｐ
:／
ン
Ｖ
Ｗ
W
.Ｃ
ＣＪ
.
ｃ
-ｎ
ｅ
ｔ

ｏ
ｒ
.ｊｐ
ぺ
日
ｇ
／
ｋｅ
ｉｓｅ
ｉｈ
ｔ
m
l （

圖
千

葉

県

商
工

労

働

部
経

済

政
策

課

登
鵬

・
2
2
3・
2
7
0
3

和

名

ケ

谷

ス

ポ

ー

ツ

セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー

ル

休

館

の

お

知

ら

せ

和

名

ケ
谷

ス

ポ

ー

ツ
セ

ン

タ

ー

内

温

水

プ

ー
ル

（
流

水

プ

ー
ル

、

幼

児

用

プ

ー
ル

）

の
塗

装

改

修

を

行

な

い
ま

す

の
で

、

次

の
期

間

、

休

館

と

な

り

ま

す

。

な

お

、

他

の
施

設

（
体

育
室

、

浴

室

等

）

は
、

平

常

ど

お
り

開

館

し

ま

す

。

休

館
日

２
月

３

囗

丱
～
1
8
囗

大

固

和

名

ケ

谷

ス

ポ

ー
ツ

セ

ン

タ

ー

登
3
9
1・ｒａ
ｎ
り
９

０

大

規

模

小

売

店

舗

の

新

設

・

変

更

届

出

の

縦

覧

・

意

見

書

の

提

出

に

つ

い

て

大
規

模
小

売
店
舗
立
地
法
に
基

づ
き
提
出

さ
れ
た
届

出
内
容
の
概

要
を
、
縦

覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま

す

。
ま

た
、

店
舗
周
辺
地
域
の
生

活
環
境

保
持
の
た
め
の
配
慮
す

べ

き
事
項

に
つ
い
て
意
見

を
お
持
ち

の
人

は
、
千

葉
県

商
工

労
働
部
経

済

政
策

課
に

意
見

書
を
提
出
す

る

こ

と
が
で
き

ま
す

。

①
ベ
ル
ク
ス
松
飛
台
店
（
店

舗
新

設
）
　

開
店
予
定
日

７
月

６
日

㈲

②
マ
ル
エ
ツ
高
塚
店
（
変
更

届
出
）

恋
更

内

容
店
舗

面
積
、
開
店
お
よ

び
閉
店

時
刻
、
来
客
が
駐
車
場
を

利
用
す

る
こ

と
が
で
き

る
時
間
帯

縦

覧
場
所
県
経
済

政
策

課
、
市
商

工

観
光

課
　

縦
覧

・
意
見
書

提
出

回

限
①

⑦
と

も
に
３
月
1
9囗
水

固
市

曲
工
観
光
課

登
巓
・
７
３
２

納

期

内

の

納

付

に

ご

協

力

を

１
月
3
!日

奕
は
固
定
資
産
税

・

都
市
計

幽
税

（
第
四
期
）

の
納
期

限

で
す

。
納
め
忘

れ
の
な

い
よ
う

に

お
願

い
し

ま
す
。

口
座

振
替
の
人
は
、
残
高

の
確

認

を
お
願

い
し

ま
す
。

靉
収
納

課

昔
3
6
6
・
7
3
2
5

戦
時
中
の
食
事
体
験
講
座

２

月
2
2
日

丗
午

前
1
0
時
3
0
分

。
～

午

後

２

時

会

場

市

民

会

館

内

容

芋

が
ら

ご
飯

・

八

つ
頭

の

味

噌

汁

・
切

干

し
大

根

等

の

號

中

、
戦

後

の
食

糧

難

の

時

代

を

再

現

。
参

加

者

が
共

同

で

調

理

・
試

食

し

、

講

師

か

ら
当

時

の

話

を

聞

く
　

講

師
新

松

戸

郷

土

資

料

館
館

長

・
大

井

弘

好

氏

定

員

先

着

五

卜

人
　

持

ち

物

エ

プ

ロ

ン

・

ふ

き

ん

・
バ

ン

ダ
ナ

ま

た

は
三

角

き

ん
　

巷
ｍ

無

料

※
学

生

・

親
子

の
参

加

を

歓
迎

昨年 の講座 から

圃
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
総
務
企
画
本
部
総
務
課
（
市
役
所
新
館

四
階
昔
3
6
6
・
7
3
0
5
）
　へ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら



情報

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

″
］
星

空

観

望

会

２

月
1
5
日

出
午

後

６

時

～

８

時

会

場

市

民

会

館

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

室

と

屋

上
　

内

容

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

見

学

と

天

体

望

遠

鏡

で

土

星

・

木

星

・

す

ば

る

（
プ

レ

ア

デ
ス

星

団

）

を

観

望

（
雨

天

・
曇
天

の

場

合

は

プ

ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

の

み

）

定

員

八

十

人
　

巷
兩

無

料

※
団

体

（
二

十
人

以

上

）

や

体

の

不

目
由

な

人

は

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

圃

電

話

で

市

民

会

館

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム
室

登
3
6
8・
1
2
3
7

へ

「
」
福

祉

バ

ザ

ー

２
月

Ｈ
日

聡

午

前
1
0
時

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

※
品

物

の
提

供

に

ご

協

力

く

だ

さ

い

（
中

古

衣

料

・
大

型

家

具

・

大

型

電
化

製
品

を

除

ぐ

）
。

圜

松

戸

手

を

つ

な
ぐ

育

成

会
｛
一一
3
6
5

・
9
9
8
0

（
月

～

金

曜

口

午

前

1
0時
～

午
後

２

時

）

「

」
市

民

芸

術

劇

場

・

市

民

コ

ン

サ

ー

ト

「

ド

イ

ツ

レ

ク

イ

エ

ム

」

演

奏

会

１

月
2
6
日

㈲

午

後

２

時

～

４

時

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容

市

民

公

募

の

合

唱

団

と

市

民

す

Ｉ
ケ

ス

ト

ラ

に

よ

る

ブ
ラ

ー
ム

ス

の
大

曲

演
奏
　

費

用

千

五

百

円

固

松

戸
市

音

楽

協

会

・
大

沢

公
3
8
3

・
0
1
1
1

【
】
親

子

で

育

つ

風

の

子

サ

ー

ク

ル

見

学

会

２
月
７
日
原
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
相
川
公

園
内
中

臾
会
館

（
西

馬
橋
相
川
町
）
　
　内
容

絵
本

・
わ

ら
べ
唄

・
手
あ
そ

び
な

ど
の
親
子

遊
び
　

砦
苗
イ

百
円

圜
親
子
で
育
つ
風

の
子

グ
ル
ー
プ

・
角
舘

登
譛
・
2
2
7
4

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
２
・
３

月
新
番
組
「
彼
方
か
ら
の
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
」

昨

年

、

ノ

ー

ベ

ル

物

理

学

賞

を

受

賞

し

た

小

柴

教

授

が

と

ら

え

た

ニ
ュ

ー
ト

リ

ノ
と

星

と

の
関

わ
り

等

を

紹

介

し

ま

す

。

投

影

Ｂ

２

月

１

日

～

３

月
3
0
日

の
土

・
日

曜

日

、

祝

日
　

投

影

開

始

時
刻

午

前
1
0
時

、

午

後

１

時
3
0

分

、
３

時
3
0
分

二

回

約

五

十

分

）

会

場

市

民
会

館

プ

ラ

ネ

タ
リ

ウ

ム

室
　

定

員

八

十

人
　

費

用

子

ど
も

三

十

一

円

、

大

人

五

十

二

円

（
発

売

は
投

影

開

始

三

十

分

前

か

ら

二

階

受

付

で
）

回

市

民

会

館

プ

ラ
ネ

タ

リ

ウ

ム
室

容
3
6
8・
１

０
乙
９ａ
７

「

」
障

害

児

者

と

と

も

に

楽

し

む

コ

ン

サ

ー

ト

２
月

８
日

出
午
後
１
時
3
0分

開

場

、
午
後
２
時
開
演

会
場

常
盤

平

市
民

セ
ン

タ
ー
　

内
容

テ
ノ
ー

ル

・
高
橋
寛
、
ソ

プ
ラ
ノ

・
高
橋

ま
り
子

に
よ
る
歌
ほ
か
　

費
用
五

百
円

（
障
害
児

者
は
無
料
）

圖

障
害

者
問
題
研

究
会

松
戸
サ
ー

ク
ル
・
近
藤

登
3
8
7
・
1
6
6
7

ゴ

野

烏

懸

皿
不

二

汀

戸

川

）

２

月

２

囗

㈲
午

前

８
時

松

戸

駅

東
ロ

デ
ッ

キ

上

集

合

、
午

前
1
1
1
1

一
時

現

地

解

散

〔
雨

天

中

止

〕
　

持

ち

物

筆

記

用

具

・
観

察

用

具

等

費

吊

父
通

費

実

費

豆

姉

ま

つ
ど

街

と

水

辺

の
緑

化

基

金
ｓ
3
4
5・
9
8
4
6

［

］
２

月

の

松

戸

栄

暮

ら

し

の

相

談

と

ミ

ニ

教

室

相

談

①

介

護

＝

３
日

丱

・
1
7
日

丱

・
2
4
日

囲

②

税
務

＝
1
0
日

丱

・

1
8凵

㈹

・
2
6日

伽

③

年

金

＝
６

日

本
・
1
3
日

附

・
2
7
日

本

①
法

律

＝

４

日

天

・
2
1日

次

・
2
5
日

㈹

⑤

資

産
形

成

＝

５
日

伽

・
７

日

吻

・
８

日

出

・
1
2
日

水

∴
Ｈ
日

圃

・
1
5
日

田

・
1
9
口

水

・
2
0日

附

・
2
8
日

次

ミ

ニ

教

室

資

産

形

成
入

門

＝
1
2

日

水

・
2
8
日

次

い

ず

れ

も

午

後

１

時

～

２

時
4
0

分
　

費
用

無
料

固

松

戸

栄
暮

ら
し

の
相

談

セ

ン

タ

１

昔
3
6
0・
〃ｈ
）戸０
１

０乙

［

］
千

葉

Ｆ

Ｐ

フ

ォ

ー

ラ

ム
「

知

っ

て

得

す

る

マ

ネ

ー

＆

ラ

イ

フ

展

」

２

月

１

日

出

午

後

Ｏ

時
3
0
分

～

５
時
　

会

場

ボ

ッ

ク
ス

ヒ
ル

松

戸

八

階

ク

リ

ス

タ
ル

ホ

ー

ル
　

内

容

①

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ヤ
ル

ー
プ

ラ

ン

ナ

ー

に

よ

る

「
お

金

」

に
関

す

る

無

料

相

談

突

パ
ネ

ル

展

示

③

マ
ネ

ー
運

用

ゲ

ー

ム

大

会
　

弗
誤
用
無

料

※

無

料

相

談

は

予

約

制

で

す

。

固

日

本

フ

ァ

イ

ナ

ン

シ

ヤ
ル

ー
プ

ラ

ン

ナ

ー
ズ

協

会

登
0
4
7・
4
6
0・
８

↓

８

０
（
平

日

午

後

１

時
～

５

時

）

「

」
矢

切

幼

児

教

室

こ

ど

も

ク

ラ

ブ

新

年

度

入

室

児

募

集

説

明

会１

月
2
9
日

水
午

前

９

時
5
0
分

か

ら
受

け

付

け
　

会

場
矢

切
公

民

館

対

象

平

成
一
1
1
1
1

年

４

月

２

囗
以

降

に

生

ま

れ

た

三

歳

児

奈
見

学

も

受

け

付

け
て

い
ま

す

。

圖

千

葉

登
3
4
2・
6
7
0
7

に

天

然

酵

价

徑
こ
倥

二

っ
…
…
…

…

今

代
ド
ア
ソ
う

２
月

７

囗

窗

・
1
4
日

窗
午

前
1
0

時
～

午

後

１

時
　

会

場

市

民

会

館

内

容

家

庭

で

簡

単

に

作

れ

る
天

然

酵
母

パ

ン

と

ポ

タ
Ｌ

ン
ユ

ス

ー

プ

を

作

っ

て
試

食

講

師

松

戸

市

消

費

者

の

会
　

定

員

各

日

先

着

ニ

ト

四

人
　

持

ち

物

エ

プ

ロ
ン

・
三

角

き

ん

・
ふ

き

ん

二

枚

・

ビ

ニ

ー

ル

袋

費

用

五

百

円

（
材

料

費

）

匣

電

話

で

消

費

生
活

課

登
3
6
6
・
7

3
2
9

へ

［

］
「

は

つ

ら

つ

ス

ク

エ

ア

」

明

日

へ

つ

な

が

る

笑

顔

の

和

２

月
2
3
日

㈲
午

前
1
0
時
3
0
分
～

午

後

３

時
3
0
分

会

場

千

葉

市

民

会

館

内

容

シ

ニ

ア

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

発

表

・
展

示

他
　

替
用

無

料

圖

㈱
千

葉
県

福

祉

ふ

れ

あ

い
財

団

事

務

局

長

寿

課
ｓ
0
4
3・
9
9
1
一
・
７

４

［

］
こ

ま

の

お

っ

ち

ゃ

ん

の

こ

ま

の

サ

ー

カ

ス

２

月
－

日

比

①

午

前
1
0
時
1
5
分

～

午

後

Ｏ

時
一
Ｄ
分

②

午

後

３

時

～

５

時

会

場

①

相

模

台

小

学

校

体

ス
ポ
ー
ツ

【

】
子

ど

も

の

こ

と

・

大

人

の

こ

と

・

学

校

の

こ

と

・

Ｐ

Ｔ

Ａ

の

こ

と

・：

あ

れ

こ

れ

話

し

合

い

ま

し

ょ

う

１

月
2
9
日

水

午
前
1
0
時

～

午

後

１

時
　

会

場

市

民

会

館
　

費
用

三

百

円
固

松

戸

市

Ｐ

Ｔ

Ａ

問

題

研

究

会

・

浅

井

公
3
6
4・
6
3
5
6

「
」
千

葉

精

神

保

健

福

祉

ネ

ッ

ト

相

談

室

（
要

予

約

）

１

月
2
7
口

～

３
月

皿一
日

の
第

二

・
川

月

曜

日

午

前
1
0
時
～

午

後

３

時

会
場

八

柱

ビ
ル
五

〇

二
号

旦

暮

）
　

内

容

精

神

・
知

的

障

害

者

や
関

係
者

の

成
年

後

見

制

度

に

関

す

る
相

談
　

費

用

初

回

無

料

、
一
．

回

目

以

降

一

時

間
二

千

円

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク
ス

で

千

葉

精

神

保

健

福

祉

ネ

ッ

ト

登
一
幽
ｍ

・

0
2
5
1

へ

［

］
ち

り

め

ん

の

お

ひ

な

様

づ

２

月

８

日

出

午

前
1
0
時

～
正

午

会
場

松

戸

ま

ち

づ

く

堊

父
流

室

テ

ン
ト

小

屋

（
東

葛

飾

合
同

庁

舎

圍
）

内

容

ち

り

め

ん

布

で

ポ

プ
リ

入

り

の
手

の

ひ

ら

サ

イ

ズ

の
お

ひ

な

様

を

作

る
　

定

員

先

着

十

八

人
　

持

ち

物

縫

い
針

・
糸
（
何

色

で

も

叮

）

・
は

さ

み
　

費

用

五

百

円

圃

電

話

ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

、
ま

ち

づ

く

り

Ｎ

Ｐ
ｏ

セ

レ

ガ
ａ

廈

3
6
6
・
8
8
0
9

リ
ヘ

［

］
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

、

フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室１

月
2
6
日

襾

午

前

９

時
～

正

午

会

場

常

盤
平

第

一

小

学

校
　

費
用

百

円

（
保

険

料

）

圃
当

日

会

場

で

固

体

育

指

道
萎

員

・
宍

戸

公
3
8
9・

［

］
親

子

ス

ポ

ー

ツ

大

会

２

月

９

日

襾

午
前

９

時
3
0
分

～

正

午

会

場

東
部

小

学

校

対

象

親

子

で

Ｉ
チ

ー

ム
　

内

容

親

子

グ

ラ

ウ
ン

ド

ー
ゴ
ル

フ
他
　

費

用

百

円

（
保

険

料

）

匣

１

月
3
1
日

窗
ま

で

に

、

電

話

で

体

育

指

道
美

員

・
安

川
S
3
9
1・
9

2
4
8

へ

［

］
家

庭

婦

人

卓

球

大

会

２

月
1
7
囗

丱

午

前

９

時

か

ら

会

場

松

戸

運

動

公

園

体

育

館
　

内

容

ラ
ン

ク
別

抽

選

団

体

戦
　

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

の
女

性
　

費

用

一

人

六

百

円

圃

２

月
!
0
日

囲

午

前
1
0
時

か

ら

、

松

戸

運

動

公

園

武

道

館

会

議

室

で

（
組

み

合

せ

会

議

を
行

い
ま

す

）

圖

家

庭

婦
人

卓

球

連
盟

・
山

野

辺

昔
3
4
3・
Ｉ
（
り（
Ｍ
Ｉ［
ａ

育

館

②
常

盤
平

第

二

小

学

校

体

育

館

内

容

多

彩

な

こ

ま

ま

わ
し

の

実
演

と

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ
　

費

用

大

人

千

五

百

円

（

前

売

子

四

百

円

）
、
子

ど
も
千

円
（
前

売

九

百

円

）

圖

松

戸
子

ど

も

劇
場

・
青

木

昔
3
8
6

・
ｎ
び
１
ｒａ

４

［

］
観

劇

会
「

幸

せ

の

背

ぐ

ら

べ

」

３

月

９

日

㈲
午

後

３

時

～

５

時

3
0分

会

場

市

民

会

館

内

容

黒

擲

徹

千

上
演

の

シ
リ

ア

ス

コ

メ

デ

ィ

ー
　

費

用

五

千

六

白
円

圖
松

戸

演

劇

鑑

賞

会

・
小

野

昔
3
6
9

・
ｒ
Ｄ
９
り
冖ａ
（
り
″

［

］
市

民

ボ

ウ

リ

ン

グ

選

手

権

大

会２

月
2
3
囗

㈲
午

前

１１‥一
時
2
0
分

受

付

会

場

北

牛

金
ボ

ウ

ル
　

内

容

予

選

四

ゲ

ー

ム

、

決

勝
ニ

ゲ

ー
ム

の

ト

ー

タ
ル

ピ

ン
で

順

位

を

決

定

対

象

車

内
在

住

・
在

勤

・
在

学

示

学

生

以

上

）

の
人
　

定

員

先

着

八

十

四

人
　

費

用

一

般

二
千

五
百

円

・
小

中

高

校

生
千

六

百

円

、

決

勝

八

百

円

圃

２

月
1
4
口

面

ま

で

に

、
費

用

を

添

え

て

心

内

各

ボ

ウ

リ

ン

グ
場

へ

固

松

戸

市

ボ

ウ
リ

ン

グ
協

会

・
上

田

昔
0
9
0・
３

２

０

７

・
4
6
2
3

［

］
家

庭

婦

人

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会２

月
2
3
日

⑥
、

３

月

２

日

㈲
各

午

前

８

時
3
0
分

か

ら
　

会

場

松

戸

運

動

公

園

体

育

館
　

対

象

市

内
在

住

の
女

性

チ

ー

ム
　

費

用

一

チ

ー

ム
二

千

円

※
２

月
1
5
日

出

午

後

２

時

か

ら

。

松

戸

運

動

公

園

武

道

館

会

議
兩

で

代

表

者

会

議

を

行

い
ま

す

。

匣

２
月

７

日

原
〔
必

着
〕
ま

で

に

、

専

用

の
（

ガ
キ

に

チ

ー

ム
名

・
代

表

者

氏

名

・
住

所

・
電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
3
4

松

戸
市

新
松

戸

五

の

一

の
Ｂ

の

九

一

八
　

松

戸

市
家

庭

婦

人

バ
レ

ー

ボ

ー

ル

連

盟

・
川

上

幸

子

｛
ｓ
3
4
5・

りａ
７

｝にａ
（ｕ
ぴ）
　へ

「

」
手

ま

り

寿

司

作

り

と

身

近

な

お

話

１

月
3
1
囗

窗

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

市

民

会

館
　

内

容

手

ま

り

寿

司

作

り

と

節

分

に

ま

つ
わ

る
食

の

お

話

定

員

先

着

三

十

人

持

ち

物

エ

プ
ロ

ン

こ
二
角

き

ん

・
ふ

き

ん

二

枚
　

費

用

四

百

円

圉

電

話

で

千

葉

登
川

’
1
5
5
1

へ
［

］
み

ん

な

あ

つ

ま

れ

２

月

１

日

出
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

馬

橋

小

学

校
校

庭

（
雨

大

の

場

合

は

体

育

館

）
　

内

容

キ

ム

ス

□
柿
ノ
木
台
公
園
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
操
作
講
習

会
２

月

１
日

山
午

後
６

時

～
８

時

、

７

囗

廟

午

後

１

時
3
0
分

～

３
時
3
0

分

、
1
6
囗

㈲

・
2
3
日

㈲
午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

柿

ノ
木

台
公

園

体

育

館

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

室
　

対

象

十

六

歳

以

上

の
人
　

持

ち

物

運
動

着

・
上

履

き
　

費

用

無

料

圃

当

日

会

場

で

圖

ス

ポ

ー

ツ
課

公
3
6
3・
9
2
4
1

［

］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

（

硬

式

）３
月

～

６

月

の
毎

週
木

曜

日

①

前

半

＝
午

前

９

時

～
1
0
時
2
0
分

②

後

半

＝
午

前
1
0
時
3
0
分

～

Ｈ

時
5
0

分

会

場

栗

ヶ

沢
公

園

庭

球

場

対

象

市

内

在

住

・
在

勤

の

人
　

費

用

一
万
一
i
千

円
（
保

険

料

を

含

む

）

圃

２

月
1
0
日

非
〔
必
着

〕
ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に

「
木

曜

教

室

申

し

込

み

」
　・
住

所

・
氏

名

・
電

話

番

号

・
希

望

ク
ラ

ス

（
第

二

志

望

ま

で

）
　・
返

信

用

あ

て

名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
－
0
0
0
6

松

戸

大

金

平

郵

便

局

留

松

戸

市

テ

ニ
ス

協

会

・
本

田

（

登
0
9
0・
６

６

５

０

・

Ｑ
り
βり
９
．）４

）
　へ

［

］
ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

教

室２

月
1
5
日

～

３

月
1
5
日

の
毎

週

こ
于
裏

剣

他
　

定

員
当

日
先

着

四

十

人
　

費

用

無

料

詛

松

戸

市

ス

カ

ウ
ト

連

絡

協

議
ふ
心

・
米

原

昔
3
6
7・
9
0
1
6

［

］
聾

学

校

高

等

部

専

攻

科

造

形

芸

術

科

「

卒

展

」

１

月
3
1
日

窗
～

２

月

２

囗

㈲
午

前
1
0
時

～

午

後

６

時

（
最

終

日

は

午

後

５

時
ま

で

）
　

会

場

市

川

市

文

化

会

館

展
示

室

（
市

川

市

大

和

田

）
　

内

容

油

絵

・
版

画

・
イ

ラ

ス
ト

・

染
織

な

ど
　

費

用

無

料

固

筑

波

大

学

附

属

聾
学

校

高

等

部

・
玉

生

公
3
7
1・
4
5
1
2

土

曜

日

〔
全

五

回

〕

午

前

９

時
～

Ｈ

時

会

場

常

盤

平

第

一
小

学

校

対

象

男

子

小

学

三

～

五

年

生
　

持

ち

物

運

動

の

で

き

る
服

装

・

上
履

き
　

費

用

四

亘

五
十

円
（
保

険

料

）

圃
当

日

会
場

で

區

松

戸

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

ス

ポ

ー

ツ
少

年

団

・
皆

川

容
3
8
6・

［
］
松

戸

市

野

球

協

会

大

会

参

加

申

し

込

み

受

け

付

け

２
月
９
囗

韭
午
前
９

時
～

午
後

３
時

会
場
松
戸
運
動
公

園
武
道

館
会
議
室
　

対
象

車

回

仕
住
の
人

で
構
成
さ

れ
た

ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
ま

た
は
市

内
同

一
事
業
所

の
勤
務
者

で
構
成
さ

れ
た
会
社

・
官
公

庁
チ

ー
ム
　

費
用
年
三
万
円

（
当
日

会

場
で
）

固
松
戸
市
野
球
協
会
・
野
々
下

公

3
6
2
・
8
2
6
9

［

］
合

気

道

少

年

少

女

無

料

体

験

２
月

３
日

㈲

・
1
0
囗

菲

・
1
7
日

丱

午

後

５

時
3
0
分

～

６

時
3
0
分

会

場
小

金

原

体

育

館

対

象

小

学

生※

運
動

で

き

る

服

装

で

圃

電

話

で
比

嘉

’一一
0
9
0
・
4
7
1
6

・
9
6
3
4
へ

チャンネル

催
　
し
　
物



口

講

座
「

見

つ

け

牛

つ

上

恰

心

の

中

の

ジ

ェ

ン

ゾ

ー

フ

．り
万
二

１

月
3
0
日

内

２
月
1
3
日

本
〔
全

二

回

〕

午

前
1
0
時

～
1
1
1
1
1
1

時
3
0
分

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

丱

つ
ま

つ

ど

定

員

先

着

十

人
　

費

用

無
料

※
保

育

あ

り

二

歳

十
ヵ

月

以

卜

、

定

員

六

人

、
費

用

お

や

つ
代

二

百

円

）

圃

電

話

で

女

性

セ

ン

タ
１

＆
3
6
4・

8
7
7
8

へ

「
」
社

交

ダ

ン

ス

無

料

講

習

会

２

月

５
囗

～

４

月
1
6
日

の

水

曜

日

〔
第

四

週

を
除

ぐ

、

全

九

回
〕

午

後

１

時
1
5
分

～

２
時
1
5
分
　

会

場
ハ

ケ
崎

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

パ

ー

テ
ィ

ー

な

ど

で
少

し

で

も
踊

れ

る
よ

う

に
　

対

象
初

心

者

定

員

先

着

四

卜

人

圃

電

話

で

舞

夢

Ｍ

Ｋ

・
清

水

。
‘
3
4
2

・
6
7
1
3

へ

［
］
パ

ス

テ

ル

画

講

習

会

２

月

２
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

１

時

、
1
6
日

㈲
午

前

９

時

～
正

午

〔
全

二

回

〕
　
会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

茖
用

四

千

円

圖

パ

ス

テ

ル
虹

の
会

・
村

岡
a
3
9
2

・
ｒａ
８
ｒａ
８

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

○

譲

り

ま

す

（
価

格

無

料

）

〔
家

具

〕
一

人
用

ソ

フ

ァ

ー
（
布

ば

り

・
縦

横

七

五

惣

位

）
◆

製

図

台

（
Ａ

Ｉ
サ

イ

ズ

）

〔
子

供
用

品
〕
ベ

ビ

ー

ベ

ッ
ド
（
木

製

）

◆

チ

ャ
イ

ル

ド

カ

ー

（
屋

根

つ

き
）

◆

体

重
計

◆

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー
ト

（
四

ヵ

月

～

四

歳

く

ら

い

ま

で
）
◆

チ

ャ
イ

ル

ド

シ

ー
ト
（
六

ヵ

月

圭

二
歳

く

ら

い

ま

で

）

◆

ベ

ビ

ー

バ

ス

（
二

個

）
◆
（

イ

チ

ェ

ア

ー

（
木

製

）
◆

ク

ー

バ
ン

〔
ス

ポ

ー
ツ

〕
ス

キ

ー

セ

ッ
ト

（
男

性

用

・
板

一

八
五

惣

・
ス

ト

ッ

ク

「

」
日

本

を

歩

こ

う

・

国

内

旅

行

「

チ

ー
フ

ト

リ

ッ

プ

講

座

」

１

月
2
9
日

水

、
２

月

５

日

水

・

1
9日

伽

〔
全

三

回
〕

午

後

７

時

～

９
時

会

場

松

戸

ま

ち

づ
く

旦

父

流
室

テ

ン

ト
小

屋

（
東

葛

飾

合

同

庁

豈

圜
）
　

内

寄

鉄
道

旅

行

の

基

礎

知

識

や

、

旅

の

ヒ

ン

ト

、

困

っ

た
と

き

の

危

機

管

理

術

な

ど
　

定

員

先

着

十

五

人
　

費

用

千

八

百

円

圃

電

話
ま

た

は

フ

ァ

ク

ス
で

交

通

文

化

連
盟

業

務

局

昔
廈
3
6
8・
2
7

2
0

へ

青年講座「世界のお茶サロン～歴史・文化・作

法を

中心に」[前３回]期 日 内　容 講　　　　　　師

2/12 ㈲ 日本茶編 日 本 茶 イ ン ス ト ラ ク タ ー 一恵 澤 千 里 氏

19 困 中国茶編 亜 細 亜 国 際 交 流 ㈱ 派 遣 講 師

26 團 英 国 紅 茶 編 ブ ル ッ ク ボ ン ド ハ ウ ス 派 遣 講 師

時間午後ﾜ時～8贍30 分　会場女性センターゆうまつど

対象18 歳以上30歳以下の人　定員先着20人　費用500 円

圃電話で青少年会館登344-8556 へ

二

石

惣
）

◆

ウ
イ

ン

ド

サ

ー
フ

ィ

ン
　（
板

三

二

〇

言

匣

１

月
2
9
日

柬
ま

で

に

、

電

話

で

消

費
生

活

課

音
3
6
6・
7
3
2
9

へ

品

物

を

譲

り

た

い
人

は

、

１

月

2
9日

團

ま

で

に

、
電

話

で

申

し

込

ん

で
く

だ
さ

い

こ

人

三

点

ま

で
）
。

２

月
2
5
囗

号

に
掲

載

し

ま

す

。

電

気

製

品

・
日

用

雑

貨

・

衣

料

品

・

食

料

品

・
自

転

車

な

ど

は

扱

い
ま

せ

ん
。

圖

消

費

生

活

課

。一一
3
6
6
・
7
3
2
9

［

］
松

戸

ボ

タ

ニ

カ

ル

ー
ア

ー

ト

入

門

講

座

２

月
1
2
日

水

・
2
4
囗

丱

・
2
6日

圉

３

月
1
2
日

水

〔
全
四

回

〕

午

後

１

時

～

３

時
　

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ
ど
　

内

容

植

物

細

密
画

（
透

明

水

彩

画

）
　

定

員
先

着

十

五

人
　

費

用

七

千

円

（
花

・

用

紙

代

を

含

む

）

圃
電

話

で

川

端

昔
3
4
3・
8
4
0
9

へ

（
夜

間

の
み

）

［

］
六

十

歳

か

ら

の

男

の

基

本

料

理

教

室

２

月
1
7
囗

側

、
３

月
1
7
日

囲
〔
全

二

回

〕

午

前
1
0
時

～

午

後
ｏ

時
1
5

分

会

場

ベ

タ

ー

ホ

ー

ム

柏

教

室

（
柏

匝
　

内

容

ぶ
り

の
照

り

焼

き

・
豚

汁

・
天

ぷ
ら

他

対

象

料

理

初

心

者

の
男

性

（
五

十

歳

代

の

人

も

可

）
　

定

員

先

着

三

卜

二

人

費

用

二

千

円

匣

電

話

で

ベ

タ

ー
ホ

ー
ム

協

会

公

0
3・
３

４

０

７

・
0
4
7
1

へ

講 座 名 日　時 内　　容 定 員 費　用

メ ー ル を は じ め よ

う

1/30 困 午 前10 時30

分 ～ 正 午
メ ー ル の 送 受 信 等 の 基本 先着8人

500 円 （テ キ

ス ト代を 含む）

Excel 初 級 講 座

2/4  M ・11 蝎 ・18( 火)

〔全3 回 〕午 前10 時30

分 ～正 午

簡 単 な 表 を 作 り な が ら エ

ク セ ル の基 本 を 学 ぶ
先着8人

2,000 円( テ キ

スト 代を 含む)

パ ソ コ ン を 使 わ な

い パ ソ コ ン 講 座

y7 ㈲ 午 前10 時 ～ 正 パ ソ コ ン で 何 か で き る

か 、 パ ソ コン の 選 び 方 等
先蓿拓人

500 円 （テ キ

ス ト代を 含む）

会場文化ホール｜丁講座室（松戸ビルヂング/1階）　持ち物筆記用具

圃１月2ﾜ 日（月）午前9 時から、電話で松戸ＩＴボランティアの会a36 ワー8889 へ

松戸地域職業訓練センターパソコン講座

講 座 名 日　　時 定員/ 費用

初 め て のWindows

2/17 ㈲)・18 ㈲ ・19 ㈲

・20 休)･24( 月)・25 ㈹･

26 團 ・27 困　　 午 後

10 人/24,000 円

(20,000 円)

Word を 使 っ た 文 書

作 成 講 座

2/19 團 ・20 ㈹ ・26 ㈲

・27 床　　　　 午 前

10 人/ セ,000 円

(10,000 円)

Excel を 使 っ た 表 計

算 講 座 Ｉ
2/15 圉 ・22 ㈹　 土 曜

10 人/ 犒000 円

(10,000 円)

女 性 向 け パ ソ コ ン 講

座 （Word 実 践 講 座 ）

2/17( 月)・18 ㈲ ・24( 月)

・25 團　　　　 午 前
ｍ 人/12,000 円

※ 午 前 ご 午 前9 時30 分 ～ 午 後 ○時30 分　 午 後 ＝ 午 後1 時30 分

～ ∠1時30 分　 土 曜 ＝ 午 前9 時30 分 ～ 午 後 八時30 分

パ ソ コ ン を 使 つ て み

よ う(60 歳 以 上 対 象)

2/21 廊 ・28 廊 午 前9

畤30 分 ～ 正 午
6 人/ﾜ,000 円

※費用のうち（　）内は当会員事務所または団体会員の

メンバーの料金です。

※受け付け開始時に定員を超えた場合は、抽選となりま

す。

圃1 月25 日出 午前9時から､ 費用を持って直接、松戸地域

職業訓練センター（小金原1の19 の3､ 登349-3200) へ

健
　
　
康

□
胃
が
ん
検
診
の
追
加
健
診

胃

が

ん
検

診

申

請

済

の
人

で

、

の
で

、

受

診

し

て

く

だ

さ

い
。

２

月

３

日

菲

・

４

囗

㈹

各

干

前

９

時

巧

分
～
1
0
時
3
0
分

受

け
付

け

会

場

中

臾
保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

検

査

方
法

レ

ン
ト

ゲ

ン
検

査
　

費

用

五

百

円

（
七

卜

歳

以

ヒ

の

人

と

市

民

税

非

課

税

世

帯

の

人

・
生

活

保

護

世

帯

の
人

は

無

料

）

※
共

通

受

診
券

を

お

持

ち

く

だ

さ

お
知
ら
せ

［
］
ハ

ー

モ

ニ

カ

無

料

講

習

ふ
Ｉ

１
月
2
7
日

丱

、

２
月
1
0
囗

涯
夂

午

後

１

時

～

３

時
　

会

場

常

盤
平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

内

容

初
心

者

向

け

の
（

Ｉ

モ

ニ

カ

の

吹

き

方

圖

松

戸
（

Ｉ

モ

ニ

カ

ア

ミ

ー

ゴ

・

鈴

木

昔
3
4
9・
4
5
2
3

【
】
講

演

会

「

子

ど

も

の

心

が

見

え

て

い

ま

す

か

？

」

２
月
1
5
囗

巾

午

前
1
0
時
3
0
分

～

午

後

Ｏ

時
3
0
分

会

場

六

実

市

民

セ

ン

タ

ー
別

館
　

費

用

三
百

円

※
同

日

午

後

２

時

か

ら

、

東

部
市

民

セ

ン

タ

ー
で
も

開

催
し

ま

す

。

※

い

ず

れ

も

保

育

あ

り

（
有

料

）

詈

仲
島

合
3
8
3・
4
1
0
7

□
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
２
月

５
口

則

・
６

日

本

午

前
1
0

時

～
正

午

会

場

京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

第
ニ

ヒ

ル

五

階

会

議

室
　

内

容

バ

レ

ン

タ

イ

ン

デ
ー

の

プ

レ

ゼ

ン

ト

に

も

使
え

る

ア

レ

ン

ジ

メ
ン

ト

作

り
　

講

師

フ

ラ

ワ

ー

デ

ザ
イ

ナ

ー

・

穐

谷

泰

子

氏

定

員

各
日

先

着

一
十

人
　

持

ち

物

は

さ

み

・
エ

プ

ロ

ン
　

善
乕

千

五

百

円

（
材

料

費

）

圃

電

話

で

消

費

生
活

課

昔
3
6
6・
7

3
2
9

へ

【

】
手

あ

み

と

パ

ッ

チ

ワ

ー

ク

ギ

ル

ド

講

習

会

①

２

月

６

日

～
2
0
日

の
毎

週

木

曜

日

②

２

月

７
Ｈ

～
2
1
日

の

毎

週

金

曜

日

〔
各

三

回

〕

午

前
1
0
時

～

正

午

会

場

子

小
金

原
市

民

セ

ン

タ

ー
②

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー

内

容

手

あ
み

（
ペ

ア

で

楽

し

む

帽

了

と

プ
ル

オ

ー

バ

士

と

ギ

ル

ド

（
ロ

グ

キ

ャ

ビ

ン

の

手

提

げ

と

ポ

ー
チ

）

の

い

ず

れ

か

を

選

択

費

用

手

あ

み

＝

六
千

二

百

円

、

ギ
ル

ド

＝
五

千

七

百

円

（

い
ず

れ

も

教

材

費

を

含

む

）

圃

電

話

で

松

戸

生

活

文

化

協

会

・

安

達

昔
3
4
3・
6
8
9
8

へ

金融庁・預金保険機構

当 座預 金 、普通 預金 、別段 預 金は 、平成17

年3 月末 まで引 き 続き全 額保 護 され ます

●定期預金等については、これまで同様、元本

1,000万円までとその利息等が保護されます。

それを超える部分は、破たん金融機関の財産の

状況に応じて支払われます（一部カットされる

ことがあります）。

●平成17 年4月以降は､当座預金等の利息のつか

ない預金が全額保護されることになります。

●預金保険制度、農漁協系統貯金保険制度とも

に同様の取り扱いがなされます。

※預金保険制度についての資料は､金融庁や預金

保険機構のホームページにも掲載しています。

金融庁…hllp://ｗｗｗ.fsａ.gｏ.jp/

預金保険機構…hllp://ｗｗｗ.dic.gｏ.jp/

固預金保険機構2503 ―3212 ―6029

□
市
立
博
物
館
で
博
物
館
実

習
（
平
成
1
5
年
度
）
を
受
け
付

け
ま
す
２

月

１
日

由
～
1
4
日

蚩
　

実

習

期
間

７
月

～

８

月

対

象

博

物

館

法

施

行

規
則

第

一

条

第

一

項

第

五

号

に

規
定

さ

れ

て

い
る

博

物

館

実

習

の

単
位

取

得

を

希

望

す

る
人

定

員
卜

五

人

程

度

圖

博

物

館

学

芸

係

昔
3
8
4・
８

２

７

２

、
ｈ
ｔ
ｔｐ
:
／
／
 
w
w
w
.ｉｎ
ｔｅ
ｒ
ｓ
ｈ
ｉｐ
.

ｎ
ｅ
.ｊｐ
／
~ｋ
ｙ
Ｃｕ
i
kｕ
／
日

－
日

口
蒿

ぺ

い
。

※
前
日

の
午
後
９

時
以

降
の
飲
食

・
喫
煙
は
で
き
ま
せ

ん
。

膃
保
健
福
祉
課
検
診
係

昔
3
6
6
・
７

□
健
康
塾
「
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の

治
療
と
日
頃
の
管
理
」

１
月
3
1
日

蚩
午

後

３

時
～

４

時

3
0分

会

場

東
松

戸

病

院

大

会

議

室
　

講

師
東

松

戸

病

院
呼

吸

器
内

右
剖
よ

．
沛
肩
有

志
氏

定
員
先

着

七
卜
人
　

費
用

無

料圃
電
話
で
束
松
戸

病

院
保

健
福
祉
医

［

］
お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

嘱

託

職

員

を

募

集

仕

事

内

容

人
形

劇

や

紙

芝

居

な

ど

の

上

演

と

制

作

対

象

十

八

～

四

十

歳
ぐ

ら

い
の

人
　

募

集

人

員

若
千

名
　

勤

務
日

４

月

１

囗

か

ら

毎

週

火

～

金

曜
口

午

前

９

時

～

午

後

５

時
　

面

接
日

２

月
2
2
日

出
午

前

９

時
3
0
分

か

ら

圃

２
月
2
0
日

米
午

後
５

時

〔
必

着
〕

ま
で

に
、
履

歴

書
（
写

真

添

付

）
と

応

募

の

理

由

（
八

百

字

程

度

）

を

直

接

ま

た

は

郵

送

で

、
一
１‐
2
7
0
－
0

0
3
5

松

戸

面

新

松

戸

南

二

の

二

謝

松

戸

市

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ
ン

（

豊
3
4
4・
3
0
3
7

）
へ

関東雷気保安協会

松戸保健所の各種無料相談

相 談 名 日　時 会場 内 容/ 対 象 等( 担 当 課)

女 性 の た め の 健 康 相

談 （予 約 制 ）

2/5 栄 ・12 栄 一19

㈲ ・28 廁 午 後1 時

～2 時

Ｕ

所

女 医 に よ る 女 性 の 心

身 の 健 康 に 圉 す る 相

談 （ 地域 振 興 課 ）

エ イ ズ に 関 す る 相 談

・HIV 抗 体 検 査

2/6 困 ・20 困 午 後2

時 ～3 時

匿 名 、 結 果 交 付13 日

後 （疾 病 対 策 課 ）

※掲載以外の相談については、松戸保健所ホームページをご覧

＜ださい。

鳫http://ｗｗｗ.pref.chiba.jp/hokenjo/matsudo/

固松戸保健所≪*361 ―2121

【
】
大

学

通

信

教

育

合

同

入

学

説

明

会

２

月

８
日

申
1
1
午

～
午

後

５
時

、

９

日

㈲

午

前

Ｈ一
時

～

午

後

５

時

、

２

月
2
2
日

出

正

午

～

午

後

５

時

会

場

新

宿

エ
ル

タ
ワ

上

二
十

階
（
東

京

都

新

宿
区

）
　

内

容

希

望

す

る

大

学

・
短

期

大
学

の

教

職

員

に

よ

る
通

信

教
育

で

の

講
義

内

容

・
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松戸IT ボランティアの会講座

照明は

こまめに消灯。

２月は政府の呼びかけによる



森のホール21

見に行こう　聴いてみよう　＝文化施設だより＝
Q384-5050

期　日 内　 容（竇は有料） 開演時間 問い合わせ先

大

ホ

｜

ル

2/ 9( 日) 五 木 ひろ し 歌 謡 シ ョ ー　　　　　 大ヽ
捐:00 松 戸 市 商 店 会 連 合 会

S364 ―311118:00

11 蝎 bond  japan  To 凵｢2003 SHINE ジ 口:00
森 の ホ ー ル21 チケ ッ ト セ ン タ ー

S384-3331

15出 高木幼稚園　音楽会 13:00

14:00

高 木 幼 稚 園　　　 昔38 ワー4809

22出 森 の ホ ー ル？ 能 楽 鑑 賞 会　　　　j･
森 の ホ ール21 チケ ッ ト セ ン タ ー

昔38 ∠*-3331

小

ホ

｜

ル

2(日)
公 共 ホ ー ル ネ ッ ト ワ ー ク

「国 際 音 楽 祭 」　　　　　　　　
ダ

拓:00
森 の ホ ール21 チ ケ ッ ト セ ン タ ー

登384-3331

9 ⑧

第32 回 国 立 音 楽 大 学 同 調 会 コ ン サ

ー ト 「 未来 へ の ひ び き2003J　k

※高 校生 以 下無 料
15:30

国 立 音 楽 大学 同 調 会 ・谷 澤

容04 － ワ150-0224

11 冊

松 戸 市 音 楽 協 会　 音 楽 祭

第1 部 ク ラ シ ッ ク と オリ ジ ナ ル 12:30 松 戸 市 音 楽協 会 ・田 中

0392-804'ﾜ
第2 刪 ポ ピ ュラ ー＆に っ ぱ ん の音 楽 15:00

22出
和 佐 ま き ダ ン ス ス タ ジ オ 第11 回 発

表 会 18:00
和 佐 ま きダ ン ス ス タ ジ オ

昔04 一ワ164-2919

23(日)

フ ァ ミ リ ー の た め の 名 曲 コン サ ー ト

頭 痛 ・耳 鳴 リ ・ベ ー ト ー ヴェ ン ～

｢ 楽 聖｣ と は 呼 ば れ な か った 頃 ～ 旅
14:00

松 戸 ク ラ シ ソヽク 音 楽 を 楽 し 心会

容36 ワー0939

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館レ 翌日休館)

市 民 劇 場 0368-0070

期日 内　 容（女は有料） 開演時冑 問い合わせ先

2/ 2( 日) 舞 踊　 由 樹 寿 会 十 周 年 記 念 発 表 会 几00 由 樹 寿 会　　　　　　 登39 卜9308

8圉 西方小天鼓コンサート2003　　A 倡二00
西 方 小 天 鼓 コン サ ー ト 実行 委 員 会

a3 ∠15―1962

11竕 健康カラオケコンテスト ｍ二00健 康 カ ラ オヶ 普 及 会　S3 ∠囗-3623

22圉
第11 回 外 国人 日 本 語 スピ ー チ コ ン

テ ス ト
倡:00

市 民 環 境 本 部 企 画 管 理 室文 化 国 際 担

当　　　　　　　　　45366 ―ﾜ310

23(日)ピアノ発表会 膕:30 北 川 葉 子　　　　　　25348-0431

休館日…月曜日(ただし祝日の場合は開館し 、翌日休館)

文化ホールギャラリー 登367-7810

会　期 内　　容 問い合わせ先

1/296#～2/2⑧ 第30回富士百景写真展 写 団 富 士 愛 好 会 ・菊 池　 公3 ∠↓ツー 砺69

2/ 4( 火)～　9(Eﾖ) 第3 回 写 撮98 きっ と 写 真 展 写 撮98 すっ と ・松 本　25346 ―ﾜ4 刀

2/18㈲～3/2 ⑧ 第29回松戸市書道展覧会 市 ） 社 会 教 育 課　　　　25366  ―ﾜ462

開館時間…午前 扣時～午後6時　休館日…月曜日

戸 定歴史館 c362-2050

期　日 内　　　　容

2/22圉まで

松 戸 徳 川 家 の ア ル バ ムー 徳 川 写 真 館part  4　内 容 水 戸 藩 最 後 の 藩 主 で戸 定

邸 の あ る じ で も あ つた 徳 川 昭 武 は 、写 真 撮 影 に 熱 意 を 燃 やし てい ま し た 。

今 回 は 松 戸 徳 川 家 の 歴 史 を 強 く 意 識 し て 作 ら れ た ア ル バム を 中 心 に 、昭 武

の人 閣 像に 迫り ま す。

開 館 時 間 …午 前9 時30 分 ～ 午 後ら時 （入 館 は 副 韵O 分 まで 、 月曜 日 は 休 館 ）

入 館 料 … 戸 定 邸 ・歴 史 館 共 通 入 館 券 一 般2 ∠tO円 （200 円 ）、高 ・大 学 生 旧 ○円(120 円 匸

小 ・中 学 生80 円 （60 円 ） 個 別 入 場 券 一 般 巧 〇円(120 円 ）、高 ・大 学 生100 円 （80 円 匸

小 ・中 学 生50 円 （∠LO円 ）崕（　 ） 内 は 団 体料 金 マO 人 以 上 〕

※土 曜 日 は 、小 ・中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す 。

松戸駅市民ギャラリー 教)社会教育課S366-7462

期因 1/30困まで 1/31c ～2/13 ㈲ 2/14廊～2/27休）

東

ト ー ル ・シ ャ ド ー ・ド ール

・ア ー ト フ ラ ワ ー 展

固 広 田Q346-5009

オリ ジ ナ ル の 額 展

國 岡 本O362-9080

松戸 川 柳 会 作 品 展

回 米 島25385 ―4856

西
「 光 彩 の 探 求 」 写 真 展

固 高 間 登■385-18ﾜ0

裂 画 作 品 屐

固 力[]藤S384- 弓引 ９

す み 經 の 会 水 墨 画 展

國 若 松a364 ―ﾜﾜ36

救急医療体制
健康保険証をお忘れなく

◆テレ ホン案内 サービ ス

〔当日 の医療機関( 待機病院 、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内し ています]

a366 －0010

平日 午後4E時30分～翌 日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９眄

◆夜 間急病診療 所　　c368 ―3756

衛生会館内　 毎日午後8 時～11 時

◆休 日土曜日夜 間歯科診療所

≪365 ―3430

衛生 会館内　午 後８時～11 ㈲

博 物 館（21 世紀の森と広場内）

松戸 市の市夕卜局番は047 です

期　　間 内　　　容

2/1( 士)～27 困 午 後1

時15 分･3 時 巧 分 か

ら( 土･ 日曜 日 、祝 日

は 午 前11 時 か ら も)

上 映

ハ イ ビ ジ ョ ン 映 像 「 日 本 美 再 発 見　 朱 と 黒 のシ ン フ ォ ニ ー ～ 根 来

塗 ・用 の美 の 漆 」 《上 映 時 間30 分 》

会 場 講 堂　 観 覧 無 料

3 月 ＝「日 本 美 再 発 見　 モ ノ ク ロ ー ム の 躍 動 ～ 墨 ・自 在 の 色 ］《上 映

時 間30 分 》

※2/ 尽日）は 講 演会 開 催 の た め 午 後IE持 巧 分 か ら の上 映 は 中 止 し ま す 。

3/16(1ぼま で

学 習 資 料 展 「道 具 と く ら し 」

内 容 ひと 昔 前 の 人 々 の く ら し と 現 在 ま で の 変 遷 に つ い て 、当 時 の 道

具 ・住 ま い の 様 子 等 の 展 示 や 体 験 教 室

会 場 企画 展 示 室　 観 覧 無 料

2/8Qｼ22( 士)、3/8ttう

午 前10 畤 ～ 午 後3 時

体 験 教 室 ① 「 ち よ つ と 昔 の せ ん た く ＆ ア イ ロ ン 体 験 」

内 容 たら い と 廿 ん たく 板 に よ る せ ＜ たく と 炭 火 ア イ ロ ン を 体 験

会 場 プ レ イ ル ー ム 前 テ ラ ス　 対 象 小 学 生 以 上（随 時 受 付 ） 費 用 無 料

2/1 出 ・15 圉 、3/1

圉 ・15 仕)午 後1 時 ～2

灣 、午 後2 時 ～3 時

体 験 教 室 ② 「石 臼 を使 って タ ン ゴ を つ く ろ う 」

内 容 石 臼 で お 米 を 粉 にし て お だ ん ご を つく るｲ本験

会 場 実 習 室 対 象 小 学 生 以 上　 定 員 当 日 先 着 吝 口5 人　 費 用 無 料

2/1 圉 ・15( 土洋 後3 時

～4 時

学 習 資 料 展 「道 具 と く ら し 」 展 示 解 説会

内 容 展 示 担 当 学 芸 員 が 展 示 内 容 に つ い て や さ し く 解 説

会 場 企 画 展 示 室　 費 用 無 料

2/23(1日)、3/2(1日)・9(日)

午 後1 時30 分 ～3 時

学 芸 員 連 続 講 演 会

内 容 学 芸 員 の 日 頃 の 研 究 成 果 を 発 表

2/23 : 「小 金 城 と そ の 周 辺 」　 講 師 戸 定 歴 史 館 学 芸 員

3/ 2: 「利 根 川 『東 遷 』 論 」　 講 師 博 物 館 学 芸 員

3/ 9: 「子 供 と 大 供:T 郷 土 玩 具 』の 社 会 史 ］　 講 師 博 物 館 学 芸 員

会 場 実習 室　　 定 員当 日 先 箝30 人　 費 用 無 料

シ ル クロ ー ド ・コ レ クシ ョ ン 公 開 資 料

浮 彫 仏 伝 図 「四 天 王 奉 鉢 」「梵 天 勧 請 」（パ キ ス タ ン 出 土 ）

江 戸 時 代 旅 装 束 試 着 体 験 …毎 月 第1 日 曜 日 午 後1 時 ・2 賍 ・3 時 ・4 ㈲ か ら 各 回 男 女 各1 人

圃 電 話 で 市 立 博 物 館 試 着 体 験 係 登38 ∠1-82ﾜ2 へ

休 館 日 … 月 曜 日 （ﾈ兄・休 日 の 場 合 は 開 館 し 、翌 日 休 館 ） ・第4 金 曜 日 ・年 末 年 始(12/28

～1/4)　 開 館 時 間 … 午 前9 時30 分 ～ 午 後ら時 （入 館 は 午 後∠卜時30 分 ま で ）　 常 設 展 観 覧

料 … 一 般300 円(240 円 ）、高 ・大 学 生 巧O 円（100 冂 ）／ 」卜 中 学 生100 円（60 円）〔（　　 ） 内

は 団 体 料 金ノ20 人 以 上 〕

※毎 週 土 曜 日 は バ 」卜 中 学 生 の 観 覧 は 無 料 で す｡，

ガ イ ド ツ ア ー （常 設 展 示 解 説 ） … 毎 日 午前 句 時 ・午 後2 時 から30 分 間 （参 力［］者 は 観 覧 料 か

必 要 で す ）

学 芸 員 に よ る 展 示 ス ポ ット 解 説 … 毎 週 日曜 日 午 後2 時30 分 から20 分 豐 （参 加 者 は 観 覧 料 か

必 要 で す ）

※来 館 者 専 用 の 駐 車 場 は あ り ま せ ん の で 、21 世 紀 の 森 と 広 場 の 有 料 駐 車 場 を ご 利 用 く だ

さ い 。

21世紀の森と広場パークセンター Q345-8900

行　事　名 日　　時 講　　師 定員/費用 申し込み

園 芸 教 室「 シ ン ビ ジ ュ ー

ム の 植 替 え と 管 理 」

2/16(1日)午 後1 時

30 分 ～3 時30 分

みど り の 相 談 員

丸 尾三 恵 子 氏

30 人/500

円

午 前9 時 ～ 午 後 ら

時 の 圉 に 、電 話

で パ ー ク セ ン タ

-Q345-8900

へ （先 着 順 ）

園 芸 教 室 「舂 の 花 壗 づく
リ 」

2/23 斜 午 後IE 持

30 分 ～3 時

みど り の 相 談 員

渡辺 重 吉 郎 氏
45 人/ 無 料

バ ー ド ウォ ッ チ ン グ
2/23 日 午 前10 時

～ 捐 時30 分

自 然解 説 員 ・小

池 ㈹ 爾 氏
25 人/ 無 料

当 日 パ ー ク セン

タ ー で( 先 着 順)

〔雨 天 中 止]

ふ れあ い 絵 手 紙 展 1/28W ～2/2(1日) 八 柱 絵 手 紙 の 会

相 談…毎 週水･ 圭 一日曜 日と祝 日の 午前 ｍ 時～ 正午と 午 後1 時～3 時30 分 、み ど り の 相 談 員 に よ る

花 や 緑 に 圉 す る 相 談を 行 っ て い ま す （電 話 で も 受 け 付 け ま す）。

休 館日 … 月 曜 日（た だし 祝 日 の 場 合 は 開 館 し､ 翌 日 休 館 ） 開 館 時 間 … 午 前9 時 ～ 午 後4 時

市民 会 館 SS368-1237

期 日 内　 容 Ｏべま有料） 開演時間 問い合わせ先

2/ 1 ① ｢鈴木重 子｣ コン サート Ｗ ㈹er  2003 卜 16:00 Ro-On　　　　　　25365 ―9911

9(日) 2003 年 新 入 学 お め で と う 大 会 拓:00 朝 日 新 聞 社　　Q03-35ﾜ1-5861

22① 松 戸 地 方 特 殊 学 級　 学芸 発 表 会 9:50 市） 教 育 研 究 所　　　o366 ―ﾜ 茆1

28窗 ｢い つこく堂｣ ミラクルボ イスショー 19:00 RO －○∩　　　　　　s365 ―9911

休 館日･ ‥月曜 日( た だし 祝 日 の 場 合は 開 館 し 、翌 日休 館)

お気軽にご相談＜ださい２月の相談あんない ○ ※相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 賎

市政･一般民事
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

交通事故 午前9時～午後5時

法律相談

(予約制)

月･火･ 木曜日 午後1 時～5 時

市

役
所

相
談コ

ｌ
ナ

｜

第1 月曜日 午前9時～正午

税 務相談 第2金曜日 午 後1 時～5 時

登記相談 第3 金曜日 午後1時～4時30分

行政相談 第2･ 第4月曜日 午 後1 時～3 時

不動産相談 水曜日 午 後1 時～5 時

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3 水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

労働相談 第1･ 第3月曜日 午 後1 時～5 時 商工観光

課労政係※労働･内職相談は東葛飾支庁商工労政課( 昔361－4089)でも行っています。

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時

す く す くさ ぼ － と21

S367-4646

ＣＭＳ子 育 て支 援 セン

タ ー　 公394-5590

チェリッシュ・サポート・

システム 公308-5880

家庭児童相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 児童福祉 課内

Q366-7347母子婦人相談 月～金曜日 午前8時45分～午後5時

就学相談(予約制)
月～金曜日

午前9 時～正午･ 午後

1時30 分～4 時30分

教育研究所 （予約専用）

S366-7600教育相談(予約制)

青 少 年 相談

(電 話)
月～金曜日

午前8時30 分～

午後4時30分

こども課

Q363-7867

青 少 年 相談

(来所囗 予約制〕
午 前8 時30 分～

午 後5 時

こども課

Q366-7464

※住宅課Q366-7366 、商工観光課Q366-7327

相談 名 期　 日 時　 間 会　 場 櫪

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役耐眼ｺｰﾅｰ

3(月) 馬 橋支所

4火 六実支所

収 小 金支所

5㈲ 常盤平支所

5㈹ 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

6團 /』哇原市民ｾﾝﾀｰ

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(Q363-6278) でも行っています。

心

配

Ｊ

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

3(月) 馬 橋支所

4㈹ 六実支所

4㈹ 小 金支所

5(水)・19 冰) 常盤平支所

5(水)・19 冰) 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

6(木)・20 沐) ふ金原市民ｾﾝﾀｰ

痴はう介護相談 28(金) 午後1時～3時 社会福祉協議会

消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時
消費生活センター

0365 ―6565

ゆうまつど
こころの相談

(予約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性センター

(相談室直通)

Q363-0505

第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時

パート労働悩みご
と相談（予 約制）

4㈹
午後1時30 分～

4時30 分

女性センター

S364-8778

高年齢者職業相談
月 ～ 金 曜 日( 第

3木 曜日 を除 く)
午前9 時～午後5 時

高年齢 者 職業 相談 室

Q368-5656

衛生会館所在…竹ケ花45 の53

0384-8181


